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コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
発
生
し
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
大
混
乱
は
、
Ｆ

Ａ
制
御
機
器
の
納
期
遅
延
、
調
達
難
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
今
ま
で
手
に

入
っ
て
い
た
も
の
が
突
然
、
１
年
待

ち
、
入
荷
未
定
と
な
り
、
部
品
が
な
い

か
ら
作
る
こ
と
も
で
き
ず
、
納
品
で
き

な
い
か
ら
入
金
も
な
い
。
そ
ん
な
悪
循
環
に
陥

っ
て
２
年
近
く
が
た
ち
、
メ
ー
カ
ー
の
増
産
体

制
が
整
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
う
や
く
出
口
が

見
え
て
き
た
▼
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
や

納
期
遅
延
だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
の
２
年
ほ
ど
は
暗
く
て
停
滞
し
た
時
代
だ
っ

た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
正
し

く
な
い
。
気
づ
け
ば
Ｆ
Ａ
メ
ー
カ
ー
各
社
は
最

高
売
上
を
記
録
し
、
統
計
の
出
荷
金
額
も
過
去

最
高
を
塗
り
替
え
る
な
ど
、
市
場
の
裾
野
は
広

が
り
、
成
長
の
加
速
度
は
確
実
に
上
が
っ
た
。

確
か
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
並
み
に
落
ち
込

み
、
大
変
で
難
し
い
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
デ

ジ
タ
ル
・
自
動
化
投
資
が
正
真
正
銘
、
本
格
化

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
っ
た
。
Ｆ
Ａ
業
界
に

い
る
人
々
が
逆
境
を
バ
ネ
に
新
た
な
需
要
を
掘

り
起
こ
し
た
。
そ
ん
な
時
期
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
か
▼
さ
て
問
題
は
こ
こ
か
ら
だ
。
コ
ロ

ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
。
納
期
遅
延
も
解
消
さ
れ

始
め
た
。
自
動
化
需
要
は
熱
を
帯
び
、
受
注
は

当
分
続
く
だ
ろ
う
。
極
端
に
言
え
ば
、
売
れ
や

す
く
簡
単
な
時
期
が
到
来
し
た
。
し
か
し
そ
れ

に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
ら
次
の
成
長
と
継
続

は
な
い
。
勢
い
が
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
未
来
に

投
資
し
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
大
切
だ
。
共

創
で
も
新
規
事
業
で
も
海
外
展
開
で
も
Ｍ
＆
Ａ

で
も
Ｄ
Ｘ
投
資
で
も
何
で
も
い
い
。
次
の
山
谷

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
準
備
を
し
よ
う
。

コロナ禍を暗く停滞した時代とは考えない　FA業界の地力は確実に強化された

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
11
月
23
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
11
月
30
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

　
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
戦
争
が
継
続
す
る
中
で
、
Ｆ
Ａ
関
連

企
業
の
業
績
は
好
調
を
維
持
し
、
四
半

期
ベ
ー
ス
で
過
去
最
高
を
記
録
す
る
企

業
が
続
出
し
て
い
る
。
素
材
や
部
品
の

不
足
と
価
格
高
騰
、
為
替
変
動
、
物
流

の
混
乱
と
費
用
上
昇
な
ど
、
そ
の
陰
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
工
夫
と
苦
労
を

重
ね
な
が
ら
取
り
組
む
努
力
が
あ
る
と

思
う
。
景
気
は
い
つ
も
順
風
満
帆
で
は

な
く
、
波
あ
り
谷
あ
り
が
常
で
あ
る

が
、
そ
の
動
き
の
中
に
う
ま
く
順
応
し

て
い
く
企
業
が
生
き
残
る
た
め
の
第
１

の
条
件
で
あ
ろ
う
。

　
２
０
２
２
年
６
月
に
逝
去
さ
れ
た
鳥

居
武
久
元
鳥
居
電
業
社
長
は
よ
く
、

「
ア
ン
テ
ナ
は
高
く
、
腰
は
低
く
」

「
の
れ
ん
を
守
り
、
新
時
代
を
生
き

る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
も
お
会

い
す
る
度
に
、
「
今
後
、
ど
ん
な
技
術

が
出
て
き
そ
う
か
？
　
ど
ん
な
商
品
が

求
め
ら
れ
そ
う
か
？
　
ど
ん
な
市
場
を

開
拓
し
て
い
け
ば
よ
い
か
？
」
な
ど
の

話
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
経
営
者
と
し

て
、
い
つ
も
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　
１
９
２
５
年
創
業
の
鳥
居
電
業
の
祖

業
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
製
造
で
、
そ
の
後

真
空
管
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
ラ
ッ
キ
ー
ラ
ジ
オ
」
の
製
造
・
販

売
も
行
っ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、

50
年
頃
か
ら

は
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
機

器
に
着
目
。

61
年
に
は
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
機
器
の
専
門
販
売
店

と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
、
現
在
の

位
置
を
築
い
て
い
る
。

　
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
　
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
」
を
略
し
た
造
語
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
う
ち
、
生
産
現
場
の
自
動
制

御
化
は
一
般
に
「
Ｆ
Ａ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
ｙ
　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ａ
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
れ
よ
り

さ
ら
に
後
で
、
当
時
は
オ
ー
ト
メ
パ
ー

ツ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
ま
だ
、
半
導
体
な
ど
を
使
用
し
な

い
で
、
部
品
と
部
品
を
組
み
合
わ
せ
た

機
械
的
な
構
造
の
製
品
が
多
く
、
機
械

的
な
寿
命
も
懸
念
さ
れ
た
が
、
人
手
の

機
能
を
代
替
え
で
き
る
部
分
が
多
い
こ

と
か
ら
、
大
変
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
後

は
半
導
体
の
活
用
が
進
み
、
電
子
化
さ

れ
た
製
品
が
数
多
く
登
場
し
て
、
現
在

の
Ｆ
Ａ
市
場
に
成
長
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
現
在
の
Ｆ
Ａ
市
場
を
構
築
す
る

よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
先
人
た
ち
の

涙
ぐ
ま
し
い
努
力
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

製
品
・
技
術
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
い
ま
の
Ｆ
Ａ
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
納
期
に
追
わ
れ
、
注
文
を
こ
な
す
こ

と
で
必
死
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
歓

迎
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
で
は
今

後
の
展
開
に
確
信
で
き
る
材
料
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
企
業
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ

る
だ
ろ
う
か
。
順
風
満
帆
に
見
え
る
Ｆ

Ａ
市
場
で
あ
る
が
死
角
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
は
分

か
れ
る
だ
ろ
う
が
、
筆
者
は
「
ア
ン
テ

ナ
の
低
さ
」
に
一
抹
の
不
安
を
覚
え

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
情
報

量
が
増
加
し
、
入
手
の
容
易
さ
も
大
き

く
増
し
た
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を

「
グ
グ
る
」
だ
け
で
簡
単
な
問
題
は
解

決
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
用
で
、

現
場
に
行
か
な
く
て
も
商
談
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
可

能
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
は

果
た
し
て

「
ア
ン
テ
ナ

が
高
い
」
と

言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
当
の
ア
ン
テ

ナ
は
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ

ろ
、
隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
多
方
向

か
ら
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
感
度
の

良
さ
で
あ
る
。
「
事
件
は
現
場
で
起
き

て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
セ
リ
フ
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
ま
で
キ
ャ
ッ

チ
で
き
る
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
が
ど
の
く

ら
い
設
置
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
リ

モ
ー
ト
営
業
で
は
、
取
引
先
の
雰
囲
気

は
も
ち
ろ
ん
、
生
産
現
場
に
入
っ
て
、

手
で
触
り
な
が
ら
の
話
は
当
然
で
き
な

い
。
ま
た
、
工
場
の
生
産
現
場
で
も
現

場
作
業
者
の
声
が
生
産
技
術
者
に
届
い

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
と
聞
く
。
毎

日
机
に
座
っ
て
報
告
を
聞
い
て
い
る
だ

け
で
判
断
す
る
と
、
往
々
に
し
て
間
違

っ
た
方
向
に
向
か
わ
な
い
か
と
心
配
に

な
っ
て
く
る
。

　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
メ
タ
バ
ー
ス

（
３
次
元
仮
想
空
間
）
な
ど
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、
今
ま
で
の
常
識
を
越
え
た
新
し
い

ハ
イ
テ
ク
ツ
ー
ル
が
次
々
と
登
場
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
が
ア
ン
テ
ナ
の

低
さ
を
補
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
文
字
や
言

葉
に
な
ら
な
い
小
さ
く
て
隠
れ
た
情
報

が
、
産
業
や
企
業
の
動
向
を
左
右
す
る

よ
う
な
大
き
な
き
っ
か
け
な
る
こ
と
も

あ
る
。
気
持
ち
の
「
気
」
は
景
気
の

「
気
」
で
も
あ
る
。「
気
」
の
動
き
で
状

況
が
一
変
し
か
ね
な
い
。
常
在
戦
場
を

忘
れ
ず
、
い
つ
も
危
機
感
を
有
し
た
高

感
度
の
ア
ン
テ
ナ
を
掲
げ
た
行
動
が
ま

す
ま
す
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

（
も
の
づ
く
り
．
ｊ
ｐ
株
式
会
社
　
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
　
会
長
　
藤
井

裕
雄
）

求
め
ら
れ
る
高
感
度
ア
ン
テ
ナ

ものづくり .jp 株式会社
オートメーション新聞
会長　藤井裕雄

FA
時評

3 　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ａ
）
が
ま
と
め
た
電
気
制
御
機
器
の
出
荷

統
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
度
上
期
の

出
荷
総
額
は
前
年
同
期
比
９
・
９
％
増
の

３
８
８
５
億
円
と
な
り
、
過
去
最
高
額
を

記
録
し
た
。
納
期
問
題
解
消
の
た
め
の
増

産
と
円
安
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
輸
出
出

荷
額
の
増
加
が
貢
献
し
た
。

過
去
最
高
3885
億
円

増
産
と
円
安
が
後
押
し

NECA「2022年度上期電気制御機器出荷額」

　
大
品
目
別
で
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ

・
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
機
器
は
11

・
６
％
増
の
１
３
９
５
億
６

９
０
０
万
円
で
、
輸
出
比
率

は
44
・
４
％
。
過
去
最
高
だ

っ
た
２
０
１
７
年
度
上
期
に

迫
る
勢
い
。
制
御
用
リ
レ
ー

は
10
・
６
％
増
の
９
５
５
億

８
８
０
０
万
円
で
過
去
最
高

を
更
新
。
輸
出
比
率
は
58
・

９
％
と
な
っ
た
。
検
出
用
ス

イ
ッ
チ
は
６
・
６
％
増
の
６

３
５
億
１
１
０
０
万
円
で
、

輸
出
比
率
は
44
・
４
％
。
制

御
用
専
用
機
器
は
８
・
２
％

増
の
６
５
２
億
９
０
０
万
円

で
、
輸
出
比
率
は
26
・
２

％
。
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
は
10

・
４
％
増
の
２
４
６
億
１
７

０
０
万
円
で
、
輸
出
比
率
は

35
・
５
％
と
な
っ
た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
向

け
が
０
・
９
％
減
の
２
１
６

１
億
７
１
０
０
万
円
。
輸
出

が
14
・
９
％
増
の
１
７
２
３

億
２
４
０
０
万
円
。
輸
出
比

率
は
44
・
４
％
と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
が
１
０
９
５

億
９
４
０
０
万
円
（
13
・
０

％
増
）
、
う
ち
中
国
が
４
３

３
億
３
０
０
０
万
円
（
18
・

５
％
増
）
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

３
４
２
億
４
１
０
０
万
円

（
10
・
７
％
増
）
、
北
米
が

２
８
２
億
８
６
０
０
万
円

（
29
・
３
％
増
）
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
度
第

２
四
半
期
単
体
で
は
、
出
荷

総
額
２
０
８
７
億
９
０
０
０

万
円
と
な
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
統

計
史
上
初
め
て
２
０
０
０
億

円
を
突
破
し
過
去
最
高
額
と

な
っ
た
。
大
品
目
別
で
も
、

検
出
用
ス
イ
ッ
チ
と
制
御
用

リ
レ
ー
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
・
Ｆ
Ａ
シ

ス
テ
ム
機
器
が
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。

2023
年
３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

ア
ズ
ビ
ル
、増
収
減
益

通
期
予
想
は
上
方
修
正

富
士
電
機
も
増
収
増
益

パ
ワ
エ
レ
、パ
ワ
ー
半
導
体
好
調

　
ア
ズ
ビ
ル
の
２
０
２
３
年

３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

は
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

４
・
９
％
増
の
１
２
１
０
億

６
０
０
万
円
、
営
業
利
益
は

12
・
９
％
減
の
81
億
８
１
０

０
万
円
、
純
利
益
は
12
・
５

％
減
の
60
億
５
０
０
０
万
円

の
増
収
減
益
と
な
っ
た
。

　
Ｂ
Ａ
事
業
は
、
受
注
残
を

背
景
に
大
型
建
物
向
け
と
季

節
建
物
向
け
分
野
の
増
加
と

海
外
事
業
の
伸
長
に
よ
り
売

上
高
は
６
・
８
％
増
の
５
２

０
億
３
５
０
０
万
円
、
セ
グ

メ
ン
ト
利
益
は
29
・
２
％
増

の
24
億
５
６
０
０
万
円
と
な

っ
た
。
Ａ
Ａ
事
業
は
、
部
品

調
達
難
の
影
響
を
受
け
た
が

生
産
・
調
達
面
の
対
策
を
通

じ
て
２
Ｑ
か
ら
徐
々
に
回
復

し
、
売
上
高
は
０
・
８
％
増

の
４
６
１
億
６
３
０
０
万

円
、
セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は
部

品
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
22
・
５
％
減
の
54
億
１
４

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
Ｌ
Ａ

事
業
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
野

と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
分
野
の
増

加
に
よ
り
売
上
高
は
９
・
３

％
増
の
２
３
７
億
３
３
０
０

万
円
、
セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は

経
費
増
加
や
素
材
価
格
高

騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
・

輸
送
費
の
増
加
等
が
響
い
て

42
・
３
％
減
の
３
億
９
０
０

万
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
予
想
で
は
、
受
注
の

堅
調
と
部
品
調
達
環
境
の
改

善
を
受
け
て
期
初
の
予
想
を

上
方
修
正
。
売
上
高
は
25
億

円
増
加
の
２
７
７
５
億
円
、

営
業
利
益
は
２
９
８
億
円
、

純
利
益
は
３
億
円
増
加
の
２

１
８
億
円
と
し
た
。

　
富
士
電
機
の
２
０
２
３
年

３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

は
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

12
・
４
％
増
の
４
４
７
１
億

３
８
０
０
万
円
、
営
業
利
益

は
64
％
増
の
２
６
７
億
１
９

０
０
万
円
、
純
利
益
は
44
・

９
％
増
の
２
０
２
億
５
８
０

０
万
円
の
増
収
増
益
と
な
っ

た
。

　
部
門
別
で
は
、
パ
ワ
エ
レ

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
売
上
高
は
１

１
５
６
億
円
（
17
％
増
）
、

営
業
利
益
は
96
億
円
。
施
設

・
電
源
シ
ス
テ
ム
は
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
と
半
導
体
メ
ー
カ

ー
向
け
案
件
の
需
要
が
大
幅

に
増
加
し
、
器
具
分
野
は
国

内
機
械
メ
ー
カ
ー
の
需
要
が

拡
大
し
た
。
パ
ワ
エ
レ
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
は
売
上
高
は
１

５
０
２
億
円
（
７
％
増
）
、

営
業
利
益
は
11
億
円
。
増
収

だ
が
、
素
材
価
格
高
騰
や
部

材
調
達
難
に
よ
る
生
産
減
等

の
影
響
が
響
い
て
減
益
と
な

っ
た
。
半
導
体
は
売
上
高
は

９
７
０
億
円
（
14
％
増
）
、

営
業
利
益
は
１
４
９
億
円
。

発
電
プ
ラ
ン
ト
は
売
上
高
は

３
４
８
億
円
（
31
％
増
）
、

営
業
損
失
が
５
億
円
。
食
品

流
通
は
売
上
高
は
４
４
８
億

円（
１
％
増
）営
業
利
益
は
32

億
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
予
想
は
期
初
か
ら
上

方
修
正
し
、
売
上
高
は
９
８

５
０
億
円
（
８
・
２
％

増
）
、
営
業
利
益
は
８
７
０

億
円
（
16
・
３
％
増
）
、
純

利
益
は
５
９
５
億
円
（
１
・

４
％
増
）
と
し
た
。

大
き
く
増
収
増
益

ス
イ
ッ
チ
、防
爆 

売
上
増

ＩＤＥＣ

原
材
料
高
騰
響
く

配
電
盤
は
好
調
で
増
収

日東工業

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の
２
０
２
３
年

３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

は
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

23
・
９
％
増
の
４
３
１
億
８

０
０
０
万
円
、
営
業
利
益
は

55
・
８
％
増
の
75
億
５
９
０

０
万
円
、
純
利
益
は
61
・
４

％
増
の
56
億
９
４
０
０
万

円
。
デ
ジ
タ
ル
と
自
動
車
、

工
作
機
械
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
需
要
増
を
背
景
に
、
ス
イ

ッ
チ
事
業
と
安
全
防
爆
事
業

を
中
心
に
売
上
が
増
加
し
、

増
収
増
益
と
な
っ
た
。

　
国
内
は
、
半
導
体
関
連
・

自
動
車
関
連
・
工
作
機
械
・

ロ
ボ
ッ
ト
業
界
等
の
需
要
が

堅
調
で
、
国
内
売
上
高
は
、

17
・
８
％
増
の
１
７
２
億
６

４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
海

外
も
中
国
上
海
で
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
に
よ
る
影
響
も
ご
く

一
時
的
に
と
ど
ま
り
、
全
エ

リ
ア
で
大
幅
な
増
収
と
な

り
、
為
替
の
円
安
効
果
も
加

わ
っ
て
、
海
外
売
上
高
は
28

・
３
％
増
の
２
５
９
億
１
６

０
０
万
円
（
前
年
同
期
比
28

・
３
％
増
）
と
な
っ
た
。

　
製
品
種
類
別
で
は
、
ス
イ

ッ
チ
事
業
は
22
・
４
％
増
の

２
０
０
億
７
０
０
万
円
、
リ

レ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源

等
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
事
業
は
26
・

７
％
増
の
85
億
２
１
０
０
万

円
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
プ
ロ
グ
ラ
マ

ブ
ル
表
示
器
な
ど
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
事
業
・
セ
ン
シ
ン

グ
事
業
は
23
・
０
％
増
の
62

億
４
４
０
０
万
円
、
安
全
・

防
爆
事
業
は
28
・
７
％
増
の

55
億
５
４
０
０
万
円
、
シ
ス

テ
ム
は
23
・
３
％
増
の
21
億

６
３
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
予
想
は
、
売
上
高
８

３
５
億
円
（
18
・
０
％

増
）
、
営
業
利
益
１
３
４
億

円
（
38
・
５
％
増
）
、
純
利

益
は
94
億
円
（
19
％
増
）
。

　
日
東
工
業
の
２
０
２
３
年

３
月
期
第
２
四
半
期
決
算

は
、
売
上
高
は
前
年
同
期
比

７
・
５
％
増
の
６
５
６
億
１

０
０
万
円
、
営
業
利
益
は
44

・
４
％
減
の
21
億
７
１
０
０

万
円
、
純
利
益
は
35
・
２
％

減
の
16
億
９
８
０
０
万
円
。

原
材
料
価
格
高
騰
の
影
響
を

強
く
受
け
た
こ
と
で
増
収
減

益
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
電

気
・
情
報
イ
ン
フ
ラ
関
連
製

造
・
工
事
・
サ
ー
ビ
ス
関
連

の
配
電
盤
部
門
は
、
設
備
投

資
の
持
ち
直
し
に
よ
り
配
電

盤
・
分
電
盤
の
売
上
増
で
増

収
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
部
門

は
、
太
陽
光
発
電
向
け
と
５

Ｇ
関
連
の
売
上
減
に
よ
っ
て

減
収
。
遮
断
器
・
開
閉
器
・

パ
ー
ツ
・
そ
の
他
部
門
は
、

部
材
調
達
難
が
あ
っ
た
が
熱

関
連
機
器
や
Ｅ
Ｖ
用
充
電
ス

タ
ン
ド
の
売
上
が
増
加
し
て

増
収
。
工
事
・
サ
ー
ビ
ス
部

門
は
工
場
や
オ
フ
ィ
ス
の
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
に
関
わ

る
電
気
工
事
の
売
上
が
増
加

し
て
増
収
と
な
っ
た
。
電
気

・
情
報
イ
ン
フ
ラ
流
通
事
業

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
材
の

売
上
が
増
加
し
て
増
収
。
電

子
部
品
関
連
製
造
事
業
は
、

Ｅ
Ｍ
Ｃ
関
連
製
品
等
の
売
上

が
増
加
し
て
増
収
と
な
っ

た
。

自
動
化
で
豊
か
な
社
会
を

Ｆ
Ａ
シ
ス

テ
ム
事
業

ス
ロ
ー
ガ
ン
策
定

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
、
Ｆ
Ａ
シ
ス

テ
ム
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
（
オ
ー
ト
メ

イ
テ
ィ
ン
グ
　
ザ
　
ワ
ー
ル

ド
）
」
を
策
定
し
た
。

　
今
回
策
定
し
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業

に
お
け
る
世
界
中
の
顧
客
や

三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ
従
業
員

へ
の
調
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

も
と
に
選
定
。
「
お
客
様
に

真
に
寄
り
添
え
る
パ
ー
ト
ナ

ー
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

「
お
客
様
と
共
に
現
場
で
築

き
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
」

を
継
承
し
な
が
ら
、
「
最
先

端
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
技

術
（
自
動
化
）
に
よ
っ
て
変

革
を
支
え
、
よ
り
豊
か
な
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

く
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て

い
る
。

　
ま
た
中
国
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
に
「
自
在

菱
活
」
を
組
み
合
わ
せ
て
使

用
す
る
。
「
自
在
菱
活
」
は

「
快
適
で
柔
軟
」
を
意
味
す

る
熟
語
「
自
在
柔
活
」
に
な

ぞ
り
、
「
三
菱
電
機
が
自
動

化
で
快
適
で
柔
軟
な
社
会
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
意
味
を

込
め
た
。

米
国
に
現
法
設
立

空
調
部
材
を
拡
販

因
幡
電
機
産
業

　
因
幡
電
機
産
業
は
、
米
国

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
現

地
法
人
「
イ
ナ
バ
　
デ
ン
コ

ウ
　
ア
メ
リ
カ
」
を
２
０
２

２
年
３
月
18
日
に
設
立
し
、

23
年
１
月
３
日
か
ら
営
業
を

開
始
す
る
。

　
同
社
の
自
社
製
品
ブ
ラ
ン

ド
「
因
幡
電
工
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｂ

Ａ
　
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
）
」
の
空

調
関
連
部
材
や
防
火
部
材
、

給
排
水
部
材
な
ど
を
米
国
市

場
で
拡
大
す
る
の
が
目
的
。

　
資
本
金
１
０
０
万
㌦
。
代

表
者
は
葛
山
豊
執
行
役
員
・

電
工
カ
ン
パ
ニ
ー
長
兼
電
工

海
外
営
業
部
長
。
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ク
ラ
ボ
ウ

製
品
は
実
測
値
を
確
認
し
な

が
ら
閾
値
の
距
離
設
定
が
で

き
る
「
実
測
値
表
示
」
機
能

に
よ
り
、
１
台
目
の
セ
ン
サ

で
距
離
を
調
整
す
れ
ば
、
２

台
目
以
降
は
ワ
ー
ク
無
し
で

閾
値
の
設
定
が
可
能
。
設
定

の
作
業
を
大
幅
に
簡
素
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
「
投
光
ス
ポ
ッ
ト
確

認
モ
ー
ド
」
を
使
う
こ
と

で
、
通
常
検
出
時
よ
り
も
投

光
パ
ワ
ー
を
ア
ッ
プ
し
て
明

る
い
ス
ポ
ッ
ト
光
を
点
滅
さ

せ
る
こ
と
で
視
認
性
が
高
く

検
出
ポ
イ
ン
ト
を
目
視
で
は

っ
き
り
と
確
認
で
き
、
検
出

位
置
の
確
認
が
容
易
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
距
離

検
出
に
よ
り
現
場
に
お
け
る

治
具
の
共
通
化
・
装
置
の
簡

素
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

生
産
現
場
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
に
貢
献
す
る
。

　
タ
イ
プ
は
Ｎ
Ｐ
Ｎ
出
力
タ

イ
プ
と
、
Ｐ
Ｎ
Ｐ
出
力
タ
イ

プ
の
２
種
類
で
、
標
準
価
格

は
５
万
４
８
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
産
業
用
カ
メ
ラ
の
バ
ス
ラ

ー
は
、
高
精
度
・
高
機
能
・

省
電
力
・
低
発
熱
な
ど
を
特

長
と
す
る
、
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
―
ｏ

ｆ
―
Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
（
Ｔ
ｏ

Ｆ
）
カ
メ
ラ
「
ｂ
ｌ
ａ
ｚ

ｅ
」
＝
写
真
＝
の
新
商
品
を

発
売
し
た
。

　
物
流
や
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
屋
内
撮

影
向
け
に
Ｉ
Ｐ
67
に
準
拠
し

た
筐
体
と
、
近
赤
外
波
長
の

８
５
０
ナノ
㍍
を
採
用
し
た
新

商
品
は
、
67
度
×
51
度
の
視

野
角
と
０
・
３
㍍
〜
10
㍍
の

測
距
範
囲
に
対
応
し
、
１
回

の
撮
影
で
広
範
囲
に
わ
た
る

対
象
物
・
背
景
の
デ
ー
タ
を

取
得
で
き
る
。

　
ま
た
、
既
存
の
９
４
０
ｎ

ｍ
モ
デ
ル
と
同
様
に
、
新
登

　
ク
ラ
ボ
ウ
（
大
阪
市
中
央

区
）
環
境
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

事
業
部
は
、
同
社
の
高
速
３

Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
「
ク

ラ
セ
ン
ス
（
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
）
」
を
用
い
た
「
ワ

イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
製
造
ロ
ボ

ッ
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
＝
写
真

＝
を
受
注
開
始
し
た
。

　
自
動
車
や
電
機
製
品
な
ど

に
数
多
く
用
い
ら
れ
る
ワ
イ

ヤ
ハ
ー
ネ
ス
の
製
造
工
程

は
、
形
状
や
１
本
ご
と
に
向

き
が
異
な
る
ケ
ー
ブ
ル
、
電

線
な
ど
の
柔
軟
物
を
取
り
扱

う
た
め
、
自
動
化
が
困
難
で

い
ま
だ
に
手
作
業
が
多
く
、

東
南
ア
ジ
ア
で
の
製
造
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
生
産
効

率
を
向
上
に
向
け
て
ワ
イ
ヤ

ハ
ー
ネ
ス
製
造
の
自
動
化
が

求
め
ら
れ
る
な
か
、
柔
軟
物

の
形
状
を
高
速
で
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
当
社
の
高
速

３
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー

「
ク
ラ
セ
ン
ス
」
と
ロ
ボ
ッ

ト
、
専
用
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド

「
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ
ｂ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ

（
ク
ラ
ボ
ッ
テ
）
」
な
ど
の

必
要
機
器
を
セ
ッ
ト
に
し

た
、
ワ
イ
ヤ
ハ
ー
ネ
ス
製
造

に
お
け
る
一
連
の
作
業
を
自

動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
開
発
し
た
。

　
ケ
ー
ブ
ル
認
識
用
高
速
３

Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
「
Ｋ

ｕ
ｒ
ａ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
―
Ｃ
１

０
０
」
１
台
、
ケ
ー
ブ
ル
用

ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
「
Ｋ
ｕ
ｒ

ａ
ｂ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
」
１
台
、
ケ

ー
ブ
ル
１
本
取
り
出
し
ユ
ニ

ッ
ト
、
産
業
用
垂
直
多
関
節

ロ
ボ
ッ
ト
１
台
、
ロ
ボ
ッ
ト

架
台
、
安
全
柵
な
ど
一
式
で

構
成
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
各
社
の
垂
直

多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
に
対
応
が

可
能
。
販
売
価
格
は
税
込
み

８
８
０
万
円
か
ら
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
ス
テ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
タ
搭
載
の
電
動
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
14
機
種
「
ロ
ッ

ド
タ
イ
プ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
２
・
Ｇ

Ｓ
Ｓ
Ｄ
２
、
ガ
イ
ド
付
タ
イ

プ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｇ
・
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｇ
・

Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
・
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
・
Ｄ

Ｓ
Ｔ
Ｌ
・
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｌ
、
ス
ト

ッ
パ
タ
イ
プ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｋ
・
Ｇ

Ｓ
Ｔ
Ｋ
、
小
形
ガ
イ
ド
付
タ

イ
プ
Ｄ
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
、
グ
リ
ッ

パ
タ
イ
プ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
・
Ｄ
Ｃ

Ｋ
Ｗ
・
Ｇ
Ｃ
Ｋ
Ｗ
」
と
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
３
」

を
発
売
し
た
。

　
電
動
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

は
、
エ
ア
機
器
と
同
じ
ボ
デ

ィ
で
高
剛
性
と
な
り
、
用
途

に
あ
わ
せ
て
３
種
類
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
。

　
送
り
ね
じ
駆
動
の
「
Ｄ
シ

リ
ー
ズ
（
ス
ク
リ
ュ
ー
ド
ラ

イ
ブ
方
式
）
」
は
２
点
間
の

位
置
決
め
用
途
に
特
化
し
、

円
筒
ば
ね
駆
動
の
「
Ｄ
シ
リ

ー
ズ
（
ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ

ブ
方
式
）
」
は
ク
ラ
ン
プ
・

把
持
用
途
に
適
し
た
ス
プ
リ

ン
グ
内
蔵
形
電
動
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
で
、
ス
プ
リ
ン
グ
機

構
に
よ
っ
て
ワ
ー
ク
へ
の
衝

撃
を
低
減
し
、
ク
ラ
ン
プ
・

把
持
用
途
の
時
に
は
動
力
電

源
が
非
通
電
状
態
で
も
推
力

を
発
生
し
製
品
の
落
下
等
を

防
止
。

　
「
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
（
ス
ク
リ

ュ
ー
ド
ラ
イ
ブ
方
式
）
」
は

64
点
の
位
置
決
め
や
押
し
付

け
動
作
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
が
可
能

な
Ｅ
Ｃ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
と
接
続

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
は
い
ず

れ
も
専
用
ツ
ー
ル
が
い
ら

ず
、
現
場
で
簡
単
調
整
が
で

き
、
停
止
位
置
は
手
動
操
作

つ
ま
み
を
回
し
な
が
ら
シ
リ

ン
ダ
ス
イ
ッ
チ
で
調
整
で

き
、
速
度
、
加
減
速
度
の
設

定
に
専
用
ツ
ー
ル
は
必
要
な

く
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
ロ
ー

タ
リ
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
で

設
定
で
き
る
。
ま
た
入
力
点

数
３
点
の
信
号
の
簡
単
な
配

線
だ
け
で
動
作
可
能
。

　
販
売
価
格
は
、
Ｄ
シ
リ
ー

ズ
（
ス
ク
リ
ュ
ー
ド
ラ
イ
ブ

方
式
）
が
２
万
９
３
７
０
円

か
ら
11
万
６
８
４
０
円
、
Ｄ

シ
リ
ー
ズ
（
ス
プ
リ
ン
グ
ド

ラ
イ
ブ
方
式
）
が
５
万
３
９

７
０
円
か
ら
15
万
６
３
０

円
、
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
（
ス
ク
リ

ュ
ー
ド
ラ
イ
ブ
方
式
）
が
４

万
２
２
２
０
円
か
ら
17
万
３

１
３
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
製
品
は
、
投
受
光
部
の

カ
バ
ー
を
独
自
の
形
状
に

し
、
距
離
表
示
が
可
能
な
デ

ジ
タ
ル
表
示
付
き
Ｔ
Ｏ
Ｆ
方

式
長
距
離
レ
ー
ザ
測
距
セ
ン

サ
に
お
い
て
、
業
界
最
小
ク

ラ
ス
（
Ｗ
20
×
Ｈ
44
×
Ｄ
25

㍉
㍍
）
を
実
現
。
Ｔ
Ｏ
Ｆ
方

式
の
採
用
で
３
㍍
の
長
距
離

検
出
が
で
き
、
作
業
者
の
動

線
に
干
渉
し
な
い
場
所
へ
の

設
置
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
可
動
範

囲
に
あ
る
ワ
ー
ク
の
可
動
範

囲
外
か
ら
の
検
出
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
設
備
へ
の
取
り
付
け

が
可
能
。

　
ま
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
光
量

を
調
整
し
て
閾
値
を
設
定
す

る
セ
ン
サ
で
は
、
検
出
物
に

よ
る
ば
ら
つ
き
が
発
生
す
る

た
め
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
微
調

整
し
な
が
ら
１
台
１
台
設
定

し
て
い
く
と
い
っ
た
煩
雑
な

作
業
が
必
要
だ
っ
た
が
、
同

　
Ｎ
Ｔ
Ｎ
は
、
５
㌔
㌘
以
下

の
軽
可
搬
重
量
の
ピ
ッ
キ
ン

グ
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
に
、
小
型

・
軽
量
で
、
０
〜
１
０
０
度

の
範
囲
内
で
任
意
の
２
点
の

角
度
に
姿
勢
変
更
が
可
能
な

「
ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
式
ハ
ン
ド
」
を
開
発
し

た
。
ア
ー
ム
の
先
端
部
に
装

着
し
、
ラ
ン
ダ
ム
な
姿
勢
の

ワ
ー
ク
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
方
向
・
角
度
か
ら
の
ピ
ッ

キ
ン
グ
で
き
、
取
り
逃
が
し

や
搬
送
時
の
落
下
を
防
止
す

る
。

　
ピ
ッ
キ
ン
グ
で
使
わ
れ
る

こ
と
の
多
い
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
ワ
ー
ク
の
横
や
斜
め

方
向
か
ら
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
が

で
き
ず
、
上
方
か
ら
の
ピ
ッ

キ
ン
グ
に
限
ら
れ
る
た
め
、

確
実
に
取
れ
る
姿
勢
の
ワ
ー

ク
が
流
れ
て
く
る
ま
で
待
機

す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
。

Ｄシリーズ（スクリュードライブ方式）

長距離レーザ測距センサHG-F1シリーズ

Ｃ
Ｋ
Ｄ

電動アクチュエータ14機種
コントローラ１機種を発売

業
界
最
小
ク
ラ
ス

　

Ｔ
Ｏ
Ｆ
方
式 

３
ｍ
検
出

パナソニックインダストリー　長距離レーザ測距センサ

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｆ
方
式

に
よ
り
３
㍍
の
長
距
離
か
ら
の
物
体
有
無
検
出
が
可
能

な
「
長
距
離
レ
ー
ザ
測
距
セ
ン
サ
Ｈ
Ｇ
―
Ｆ
１
シ
リ
ー

ズ
」
を
発
売
し
た
。ロータリアクチュ

エータ式ハンド

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
式
ハ
ン
ド

軽
可
搬
重
量
ピ
ッ
キ
ン
グ

ロ
ボ
ッ
ト

用

ＮＴＮ

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

の
回
転
軸
を
中
心
に
、
チ
ャ

ッ
ク
の
締
結
部
分
が
回
転
す

る
こ
と
で
チ
ャ
ッ
ク
の
位
置

や
姿
勢
を
０
〜
１
０
０
度
の

範
囲
内
で
変
更
で
き
、
横
方

向
や
斜
め
方
向
か
ら
の
ピ
ッ

キ
ン
グ
を
可
能
と
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ラ
ン
ダ
ム

な
姿
勢
の
ワ
ー
ク
を
把
持
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
ワ
ー
ク

の
姿
勢
変
更
を
す
る
機
構
が

不
要
に
な
り
、
装
置
を
シ
ン

プ
ル
化
・
省
ス
ペ
ー
ス
化
で

き
る
こ
と
に
加
え
、
適
切
な

姿
勢
の
ワ
ー
ク
が
来
る
ま
で

待
つ
時
間
が
な
く
な
り
、
タ

ク
ト
タ
イ
ム
短
縮
に
効
果

的
。
ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
と
チ
ャ
ッ
ク
は

一
体
化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
設

計
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
先
端
部
の

重
量
・
慣
性
は
小
さ
く
、
高

速
搬
送
が
可
能
。
周
辺
装
置

と
の
干
渉
も
防
止
し
て
い

る
。

向
上
。
高
性
能
グ
リ
ー
ス
と

全
軸
受
に
こ
ろ
が
り
軸
受
を

採
用
し
、
減
速
機
の
回
転
速

度
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。

同
社
製
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
最

大
ト
ル
ク
３
５
０
％
、
最
大

回
転
速
度
６
７
０
０
ｒ
／
ｍ

ｉ
ｎ
に
対
応
し
、
装
置
の
高

性
能
化
に
貢
献
す
る
。

　
ま
た
遊
星
減
速
機
構
と
ア

ル
ミ
ケ
ー
シ
ン
グ
で
減
速
機

を
小
形
、
軽
量
化
。
バ
ッ
ク

ラ
ッ
シ
は
標
準
仕
様
で
８
分

以
下
の
高
精
度
で
、
装
置
の

高
応
答
制
御
や
位
置
決
め
制

度
を
可
能
に
す
る
。
全
軸
受

を
こ
ろ
が
り
軸
受
化
し
、
低

摩
擦
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
オ
イ
ル

シ
ー
ル
採
用
で
減
速
機
効
率

を
向
上
し
、
装
置
の
省
エ
ネ

「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
」

旋
盤
加
工
部
品

12
月
か
ら
開
始

ミ
ス
ミ

　
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社
と

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
は
、
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
共
同
開
発
を
行
い
、
デ

ジ
タ
ル
機
械
部
品
調
達
サ
ー

ビ
ス
「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
（
メ
ビ

ー
）
」
の
新
サ
ー
ビ
ス
「
旋

盤
加
工
部
品
」
を
12
月
か
ら

提
供
開
始
す
る
＝
写
真
。
ｍ

　
日
立
エ
ナ
ジ
ー
は
、
産
業

と
社
会
イ
ン
フ
ラ
分
野
向
け

無
線
通
信
ル
ー
タ
ー
「
Ｔ
ｒ

ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
　
Ｔ
Ｒ
Ｏ
６
０
０

シ
リ
ー
ズ
」
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
に
、
ロ
ー
エ
ン
ド
タ
イ
プ

の
「
Ｔ
Ｒ
Ｏ
６
１
０
」
＝
写

真
＝
を
追
加
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｏ
６
０

０
シ
リ
ー
ズ
で
最
小
の
サ
イ

ズ
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
マ
ウ

ン
ト
・
壁
面
取
り
付
け
オ
プ

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
設
置
が
簡

単
に
で
き
、
多
く
の
無
線
通

信
ル
ー
タ
ー
が
必
要
と
な
る

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
電
力
、

石
油
・
ガ
ス
、
鉱
業
な
ど
産

業
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
分
野
で

導
入
し
や
す
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
交
通
管
理
、
廃
棄
物
・
環

境
衛
生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
向
け
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
通
信
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

　
ま
た
、
電
力
分
野
向
け
に

は
、
蓄
電
池
、
遮
断
器
、
開

閉
装
置
な
ど
の
監
視
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用

を
支
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
リ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ａ

Ｎ
）
と
の
常
時
接
続
が
可

能
。
石
油
・
ガ
ス
、
鉱
業
分

野
で
は
、
遠
隔
地
に
お
け
る

坑
口
、
貯
蔵
タ
ン
ク
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
、
セ
ン
サ
ー
、
鉱

山
車
両
、
無
人
輸
送
機
な
ど

の
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
監
視
が

可
能
。

ワイヤーハーネス製造
ロボットパッケージ受注開始

三
菱
電
機

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
用
減
速
機

バ
ス
ラ
ー　

Ｔ
ｏ
Ｆ
カ
メ
ラ

「
ｂ
ｌ
ａ
ｚ
ｅ
」新
モ
デ
ル

日
立
エ
ナ
ジ
ー　

産
業
分
野

向
け
無
線
通
信
ル
ー
タ
ー

ロ
ー
エ
ン
ド
型
追
加

　
三
菱
電
機
は
、
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
用
減
速
機
「
Ｇ
Ｒ
シ
リ

ー
ズ
」
＝
写
真
＝
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
は
す
ば
歯
車

と
歯
面
の
特
殊
表
面
処
理
を

採
用
し
た
遊
星
減
速
機
構

で
、
伝
達
ト
ル
ク
を
大
幅
に

　
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ

は
、
最
大
２
０
０
０
㌔
㌘
ま

で
計
量
で
き
る
低
床
タ
イ
プ

の
デ
ジ
タ
ル
台
は
か
り
「
Ｓ

Ｎ
―
２
０
０
０
Ｋ
Ｌ
」
＝
写

真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
１
１
０
０
×

１
１
０
０
㍉
㍍
の
大
型
計
量

台
で
、
手
持
ち
の
パ
レ
ッ
ト

を
そ
の
ま
ま
計
量
皿
と
し
て

使
用
可
能
。

　
選
別
計
量
機
能
の
ほ
か
、

個
数
計
機
能
で
は
大
型
部
品

の
個
数
管
理
に
最
適
で
、
デ

ジ
タ
ル
風
袋
引
き
機
能
も
つ

い
て
い
る
。
個
数
計
に
便
利

な
メ
モ
リ
４
種
類
搭
載
し
て

い
る
。

場
の
８
５
０
ｎ
ｍ
モ
デ
ル
も

ソ
ニ
ー
社
製
距
離
画
像
セ
ン

サ
ー
Ｄ
ｅ
ｐ
ｔ
ｈ
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ

ｅ
（
Ｉ
Ｍ
Ｘ
５
５
６
）
を
搭

ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
は
、
機
械
部
品
の

３
Ｄ
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
す
る
だ
け
で
Ａ
Ｉ
が
自
動

で
即
時
見
積
も
り
と
加
工
デ

ー
タ
の
自
動
生
成
し
、
そ
の

ま
ま
発
注
で
き
、
最
短
１
日

で
機
械
部
品
が
手
に
入
る
サ

ー
ビ
ス
。

　
こ
れ
ま
で
切
削
プ
レ
ー
ト

部
品
と
板
金
部
品
を
提
供
し

て
い
た
が
、
今
回
の
共
同
開

発
に
よ
っ
て
新
た
に
旋
盤
加

工
部
品
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
す
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
に
あ

た
り
、
両
社
は
加
工
デ
ー
タ

の
自
動
生
成
に
つ
い
て
共
同

開
発
を
行
い
、
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
Ａ

Ｉ
自
動
見
積
も
り
さ
れ
た
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、
そ
の
ま

ま
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
の
Ｃ

Ｎ
Ｃ
に
同
期
す
る
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
「
マ
ザ
ト
ロ
ー
ル
Ｄ
Ｘ
」

に
取
り
込
ま
れ
て
加
工
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
自
動
生
成
さ
れ
て

加
工
。
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク

の
工
作
機
械
が
あ
れ
ば
特
別

な
開
発
が
不
要
で
自
動
加
工

が
で
き
、
発
注
か
ら
手
元
に

届
く
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム

の
圧
倒
的
な
短
縮
を
可
能
に

し
た
。

化
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
さ
ら
に
保
護
構
造
は
Ｉ
Ｐ

65
に
対
応
し
、
装
置
の
耐
環

境
性
の
強
化
に
も
貢
献
す

る
。

載
。
距
離
画
像
、
輝
度
画

像
、
信
頼
性
マ
ッ
プ
を
内
包

し
た
２
Ｄ
デ
ー
タ
と
３
Ｄ
デ

ー
タ
を
同
時
に
生
成
で
き
る

ほ
か
、
内
蔵
の
レ
ー
ザ
ー
ダ

イ
オ
ー
ド
（
Ｖ
Ｃ
Ｓ
Ｅ

Ｌ
）
、
レ
ン
ズ
と
組
み
合
わ

せ
る
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FA業界掲示板
■ アズビル、杉山氏が2022年度計量記念日式
典で産業技術環境局長表彰を受賞

　アズビルのプロダクションマネジメント本
部製造技術部に所属する杉山信幸氏が、2022
年度計量記念日式典で産業技術環境局長表彰
を受賞した。
　杉山氏は流量計
生産設備の開発に
従事し、平成21年
には京都工場（現
アズビル京都）で
当時国内最大の秤
量式実流量校正設
備、平成22年には
大連工場（現アズ
ビ ル 機 器 （ 大
連））で実流量校正設備の立上げをリーダと
して主導し、アズビル京都ではJCSS校正事
業者登録制度の認定取得にも尽力。また講演
や論文執筆を積極的に行い、流量校正の普及
と技術力の向上を通じて産業界に貢献した功
績が認められた。
■ アズビル、濱中氏と前田氏が優秀施工者
（建設マスター）国土交通大臣顕彰を受賞

　アズビルのビルシステムカンパニー技術部
に在籍している濱中孝憲氏、前田忠寛氏が、
2022年度の優秀施工者（建設マスター）国土
交通大臣顕彰を受賞した。
　濱中氏は、中央監視更新工事において電気
配線を最小限に留めた施工を提案し、短時間
での作業効率化と省スペース化を実施したこ

とに加え、中央冷暖房施設改修でも空港設備
を止めることなく自動制御機器、中央監視シ
ステム工事を行った功績が認められた。
　前田氏は、空調機更新工事において、空調
設備業者との協業で空調機内に自動制御機器
の組み込みを実施して現地作業時間の削減し
たことに加え、大型民間新築工事を多く担当
し、輻射パネルの新たな制御方法の展開にも
貢献したことが認められた。
■ オムロン、日本の製造業として初めて
EP100に加盟。特設サイトを公開

　オムロンは、国際環境NPO法人The 
Climate Groupが主催する、事業活動におい
てエネルギ
ー生産性を
倍増させる
ことを目標
に掲げる企
業が参画する国際企業イニシアチブである
「EP100」に日本の製造業として初めて加入
し、その特設サイトを公開した。
　特設サイトでは、オムロンがデータ活用と
統合制御を活用してエネルギー生産性向上を
目指していることや、オムロン綾部工場やク
ライアント先でのエネルギー向上性の事例、
ソリューションなどを紹介している。
■ オプテックス・エフエー、11月度のおすす
め14製品を公開

　オプテックス・エフエーは、11月度のおす

すめ製品として14製品をピックアップして紹
介している。
　光電センサでは、新製品の超高速デジタル
タイプファイバアンプ「D4RFシリーズ」
と、納得価格のIO-Link対応アンプ内蔵光電
センサ「Z4シリーズ」。変位センサでは、
新製品の有機EL搭載C-MOSレーザ変位セン
サ「CD2Hシリーズ」と、即納可能な形状測
定センサ「LSシリーズ」、同じく即納可能
なレーザマイクロゲージ「LMGシリーズ」。
　IO-Link製品では、業界ナンバーワンの
IO-Linkマスタ「UR-MS16DT」、新製品の
IO-Link拡張I/O「UR-DSシリーズ」。
　画像センサでは、今ならキャンペーン中の
印字検査用画像センサ「GVS-OCRシリー
ズ」、ベストセラーのメガピクセル文字認識
画像センサ「MVS-OCR2シリーズ」。LED
照明・電源では、ベストセラーのセンシング
同軸照明「OPXシリーズ」、高均一のセン
シングドーム照明「OPDシリーズ」とセン
シングマルチリング照明「OPMシリー
ズ」。温度計・サーモグラフィでは、ベスト
セラーの非接触温度計超小型センサヘッド
「CSシリーズ」、簡単運用できる非接触エ
リア温度計「Xi80シリーズ」の2製品を取り
上げている。
■ 安川電機、e-メカサイトでロボット適用可
否判断ツール「MOTOSIZE」を公開

　安川電機は、同社の産業用ロボット
MOTOMANについて、ユーザーのワークや
先端ツール情報などの条件に合わせてロボッ
トが適用できるかどうかを判断し、適切なロ
ボット選びを支援するオンラインツール
「MOTOSIZE」を公開した。利用にはログ
イン登録が必要。
■ 安川電機、e-メカサイトの用途・事例ペー
ジにインバータの活用事例を追加
　安川電機は、e-メカサイトの用途・事例ペ
ージにインバータの活用事例として、クレー
ン専用インバータの動機制御機能を活用した
重量物の共吊り方法を公開した。
　鋼や鉄の塊などの重量物を共吊りで巻き上
げる際、傾きの微調整が難しいとされるが、
クレーン専用インバータCR700の同期制御機
能を使うことで、スラブリフタクレーンのよ
うに2台の巻上げ機で共吊りする際に、傾き
検出機器や補正に必要な制御機器などの外部
機器を使用せずに、水平状態を保持した昇降
が実現できる。
■ シーメンス、技能五輪全国大会「工場電気
設備」職種に協賛。日本の技術者育成をサ
ポート
　シーメンスは、11月4日から7日にかけて開
催された厚生労働省と中央職業能力開発協会
（JAVADA）による技能五輪全国大会の
「工場電気設備」職種について、課題用機器
と技術サポートの両面で協賛を行った。

　「工場電気設備」職種では、モノづくりの
現場で不可欠な機械配線や制御装置の設置・
プログラミングを実施し、図面に従って正確
かつ美しく制御盤を組立て、PLCで作成し
たプログラムを基に、電気設備の異常診断を
行うもの。同社は2010年から競技に必要な
PLCとして「Simatic S7-1200」を提供して
きたが、今回からPLCに加え、HMIとドラ
イブ機器「Sinamics G120」を提供し、大会
当日の現場サポートも併せて行った。

決算
■ 立花エレテック、増収増益　FAシステム
事業も拡大
　立花エレテックの2023年3月期の第２四半
期決算は、売上高は前年同期比20.8%増の
1100億3800万円、営業利益は76.2%増の48億
100万円、純利益は90.9%増の41億3200万円
の大幅な増収増益となった。
　FAシステム事業は、売上高は10.1%増の
538億9700万円、営業利益は44.4%増の26億
5100万円。FA機器は半導体製造装置や物流
関連でPLCやACサーボ、配電制御機器が大
幅伸長し、センサも好調。産業機械は工作機
械とレーザー加工機が大きく伸び、産業デバ
イスコンポーネントでは、タッチパネルモニ
タが伸長した。
■ カナデン、増収増益　レーザー加工機好調
で産業メカトロニクスが伸長
　カナデンの2023年3月期の第２四半期決算
は、売上高は前年同期比1.2%増の455億5400
万円、営業利益は58.0%増の13億2400万円、

セミナー・イベント情報
■ 横河電機、12月1日に無料ウェビナー「設
備監視の新時代！クラウド活用を手軽には
じめてみませんか」
　横河電機は、12月1日に無料ウェビナー
「設備監視の新時代！～クラウド活用を手軽
にはじめてみませんか～」を開催する。
　ウェビナーでは、工場やプラント、インフ
ラの設備監視の効率化と質の向上に貢献する
ソリューションとして、Sushi Sensorと広
域モニタリングシステムの紹介する。広域モ
ニタリングシステムは、広域に点在するセン
サからのデータを集約し、データの統合管理
と遠隔監視をクラウド環境で行うもので、ク
ラウドのサブスクリプションサービスにより
手頃な価格となっており、クラウド導入を小
さく始めたい人に最適となっている。
■ フエニックス・コンタクト、11月29日に
WEBセミナー「北米向け生産設備の「安
心」電源ライン」
　フエニックス・コンタクトと富士電機機器
制御、布目電機は、11月29日に3社合同で
WEBセミナー「北米向け生産設備の「安
心」電源ライン～意外と知られていない規格
・認証のポイントとは？～」を開催する。参
加無料。
　日本の機械や装置は世界中からニーズが高
いが、そのまま輸出できるわけではなく、現

地の規格や認証に合わせる必要があります。
そこで今回は。北米向けのアプリケーション
と電源ラインに着目し、北米向けに知見のあ
る機器・盤の3メーカーと、ゲストとして安
全評価機関を迎え、意外と知られていない規
格や認証のポイントと最適なソリューション
を紹介する。
■ ジェイテクトエレクトロニクス、新コント
ローラ「JX-BASIC」プライベートWeb展
示会開催

　ジェイテクトエレクトロニクス（旧社名・
光洋電子工業）は、12月発売予定の新型コン
トローラ「JX-BASIC」について、その製品
や使い方などを紹介するWeb展示会を開催
している。
　同製品は、20の命令語に絞り、シンプル機
能（電源、通信、I/O）を実現したコントロ
ーラで、限られた命令を選択しながら進める
事で、マニュ
アルレスで簡
単操作、プロ
グラミングが
可能となって
いる。WEB展
示会では、製品情報のほか、プログラミング
Drum命令説明動画、サービス情報、開発者
インタビューなどを見ることができる。

展示会出展
■ 横河電機、12月7日～9日フードテックジャ
パンに出展（幕張メッセ10ホール8-1）

　横河電機は、12月7日から9日まで幕張メッ
セで開催されるフードテックジャパン-食品
工場の自動化・DX展-に出展する。ブースは
10ホール8-1。

オープン
■ 鳥居電業、鶴岡市に庄内営業所開設
　鳥居電業（東京都千代田区）は、山形県鶴
岡市に庄内営業所（佐藤剛所長）を10月24日
から開設した。
　住所、電話は次の通り。
　▽住所=山形県鶴岡市錦町13-28（〒997-
0031）
　▽電話=0235-24-0882、FAX=0235-24-
0883
■ 明電舎、共創拠点「デジタル・ラボ」を沼
津事業所内に開設

　明電舎は、沼津事業所内（静岡県沼津市）
に、新たな共創拠点として「デジタル・ラ
ボ」を開設し
た。同ラボは顧
客やパートナー
企業を巻き込ん
で、顕在化して
いないニーズの
仮説を立てて、
それに対応する
製品開発をアジャイル型のアプローチで行
い、チームで成果を出すための拠点となる。
新しい価値創出を目指して目的に応じてデザ
イン思考エリア、スクラム開発エリア、オー
プン開発エリアを設け、現在のウォーターフ
ォール型の開発プロセスに加えて、アジャイ
ル型のアプローチをグループ全体に根付かせ
るための拠点として運用を図る。また新入社
員を含む全社員向けに、デジタルリテラシー
教育の場としても活用し、デジタル人財の育
成を加速していく。

純利益は106.9%増の10億7600万円の増収増
益となった。
　FAシステム事業は、売上高は7.4%増の
186億円、経常利益は47.2%増の8億8900万
円。FA分野は半導体不足による納期長期化
の影響が継続しつつも、製造業の設備投資は
回復基調で駆動制御機器が順調に推移。産業
メカトロニクス分野はレーザー加工機が案件
増加し堅調に推移。産業システム分野はプラ
ント設備機器が順調に推移した一方、飲料メ
ーカー向け制御システムの大口案件剥落で前
年並みとなった。
■ サンワテクノス、第2四半期として過去最
高の業績　通期予想を上方修正

　サンワテクノスの2023年3月期第2四半期連
結決算は、売上高843億5600万円（前年同期
比18.8%増）、営業利益32億9900万円（同
56.5%増）、経常利益35億7500万円（同
62.9%増）、第2四半期純利益25億2800万円
（同63.0%増）となり、いずれも第2四半期
としては過去最高の業績となった。
　部門別売上高は、電機が168億3100万円
（同16.9%増）、電子が624億8800万円（同
19.5%増）、機械が50億3600万円（同17.5%
増）。
　通期予想は、売上高1740億円（12.7%
増）、営業利益65億円（35.3%増）、経常利
益66億5000万円（28.0%増）、当期純利益46
億5000万円（30.0%増）に上方修正した。
　田中裕之社長は「22年7月の受注高も（単
月として）過去最高になり、以降の受注のペ
ースは落ちていない。製造業の国内回帰の動
きと人手不足でロボットを本格的に活用した

自動化ニーズが高まっている」としている。
■ 因幡電機産業、産業機器売上14.5%増　通
期売上3000億円を予想

　因幡電機産業の2023年3月期第2四半期連結
決算は、売上高が1441億2100万円で対前期比
8.6%増、営業利益が89億円で同12.2%増、
経常利益が104億6100万円で同21.7%増、当
期純利益が75億200万円で同22.2%増。
　セグメント別売上高は、電設資材事業が
892億6100万円（前期比7.3%増）、産業機器
事業が184億7700万円（同14.5%増）、自社
製品事業が363億8200万円（同9.1%増）。
　通期は、売上高3000億円（前期比3.8%
増）、営業利益176億円（同8.2%増）、経常
利益182億円（同3.7%増）、純利益130億円
（同6.0%増）と直近予想から修正なし。
■ 本多通信工業、大幅な増収増益
　本多通信工業の2023年3月期の第２四半期
決算は、売上高は前年同期比27.9%増の110
億8600万円、営業利益は186.3%増の6億5400
万円、純利益は170.2%増の4億500万円の大
幅な増収増益となった。
　上海ロックダウン対応等の物流費上昇や滞
留在庫の処分、営業外費用としてミネベアミ
ツミからの完全子会社化を目的とした公開買
付けの対応コストの発生等があったものの、
増販・合理化効果・価格転嫁に加え為替差益
もあり、大幅な増益となった。足元の業況は
好調継続し、下期も堅調を見込んでいる。
　なお同社はミネベアミツミの完全子会社に
なるにともない、12月20日に上場廃止となる
見込み。



２０２２年（令和４年）１１月１６日　　　（4）

知
っ
た
か
ぶ
り
を
す
る
一
方
で
的
が
外
れ
る
若
手
技
術
者

　
「
知
っ
た
か
ぶ
り
を
す
る
一
方
で

的
が
外
れ
る
若
手
技
術
者
」
は
皆
さ

ま
の
周
り
に
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

発
言
も
比
較
的
多
く
、
難
し
そ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ま

と
ま
り
が
無
く
、
な
ぜ
そ
の
発
言
が

出
た
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
よ

う
な
印
象
を
与
え
る
技
術
者
で
す
。

　
こ
れ
は
典
型
的
な
技
術
者
の
パ
タ

ー
ン
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
こ
の
技

術
者
の
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、

「
専
門
性
至
上
主
義
」
で
す
。
こ
れ

は
「
知
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
正
義
」

と
い
う
思
い
込
み
に
よ
っ
て
思
考
が

凝
り
固
ま
る
、
一
種
の
「
癖
」
で

す
。

　
技
術
者
の
多
く
が
、
テ
ス
ト
の
点

数
や
成
績
で
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
染
ま
っ
て
い
る
た
め
、
「
周
り
と

協
調
し
な
が
ら
新
し
い
価
値
や
答
え

を
見
い
だ
す
」
と
い
う
、
企
業
従
業

員
の
一
員
と
し
て
の
当
た
り
前
の
自

覚
を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
よ
り

も
、
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
専
門
家
と
し
て
認
め
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
考
え
が
優
先

し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
「
専
門
性
至
上
主
義
」
に
と
ら
わ

れ
る
と
、
協
業
と
い
う
よ
り
も
、

「
自
分
は
他
の
技
術
者
よ
り
知
っ
て

吉田　州一郎
（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用
いた製品の技術的課題解決、該関連
業界への参入を検討、ならびに該業

界での事業拡大を検討する企業をサポートする技術コン
サルティング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線
で先導、指示するなど、評論家ではない実践力を重視。
複数の海外ジャーナルにFull paperを掲載させた高い専
門性に裏付けられた技術サポートには定評がある。
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で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状

況
が
起
こ
る
の
か
、
と
い
う
所
か
ら

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

専
門
用
語
の
乱
発
や

検
証
が
背
景
に
無
い

結
論
あ
り
き
の
発
言

　
技
術
的
な
評
価
方
法
を
決
め
る
技

術
者
間
の
打
ち
合
わ
せ
を
想
定
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う

な
発
言
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。

「
私
は
○
○
だ
と
思
い
ま
す
」
「
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
Ｘ
を
取
り
組
む

べ
き
で
す
」
「
△
△
と
い
う
の
は
、

Ｙ
Ｙ
の
こ
と
で
す
」
こ
れ
ら
の
発
言

の
特
徴
は
、

・
主
観
的
で
あ
る

・
断
定
的
で
あ
る

・ 「
専
門
用
語
」
が
多
く
含
ま
れ
る

と
い
う
３
点
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
一
番
の
問
題
は
、
「
発

言
が
独
り
よ
が
り
（
主
観
的
）
で
断

定
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

独
り
よ
が
り
で
断
定
的
で
あ
る
場

合
、
「
自
分
は
わ
か
っ
て
い
る
、
理

解
し
て
い
る
、
何
よ
り
知
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
い
う
潜
在
意
識
が
ほ
ぼ
例
外
な

く
存
在
し
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
「
こ
の
手

の
発
言
は
議
論
の
軸
か
ら
外
れ
て
お

り
、
打
ち
合
わ
せ
時
間
を
長
引
か
せ

る
だ
け
で
、
結
論
へ
の
到
達
が
遅
れ

る
」
と
い
う
「
悪
影
響
が
生
じ
る
」

と
い
う
事
実
が
問
題
な
の
で
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
わ
か
っ
て
い
る
、
理
解
し

て
い
る
、
何
よ
り
知
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
注
力

す
る
と
、
「
今
、
打
ち
合
わ
せ
の
主

な
目
的
が
何
で
あ
り
、
そ
の
目
的
達

成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
議
論
が
必

要
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
見
失
う

か
ら
で
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
、

「
的
の
は
ず
れ
た
発
言
」
が
生
ま
れ

る
根
幹
と
も
言
え
ま
す
。

発
言
す
る
こ
と
自
体
は

悪
い
こ
と
で
は
な
い

　
前
記
の
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の

は
、
発
言
の
内
容
の
質
の
低
さ
は
あ

る
と
し
て
も
、
そ
の
発
言
を
し
た
技

術
者
に
対
し
て
は
、
発
言
す
る
と
い

う
積
極
性
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
あ
る
程
度
評
価
し
て
い
い
で
し

ょ
う
。
否
定
し
た
く
な
る
気
持
ち
も

わ
か
り
ま
す
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も

あ
ま
り
神
経
質
に
指
摘
す
る
必
要
は

無
い
で
し
ょ
う
。

　
特
に
１
年
目
や
２
年
目
の
新
人
も

し
く
は
新
人
に
近
い
技
術
者
で
あ
れ

ば
、
む
し
ろ
発
言
さ
せ
、
そ
れ
に
つ

い
て
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
丁
寧
に
訂
正
し
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
発
言
の
ブ
レ
幅
を
少
な
く
す
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ

と
が
、
技
術
者
育
成
と
い
う
観
点
で

も
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
３
年
目
以
降
の
技
術
者

に
対
し
、
い
つ
ま
で
も
丁
寧
な
訂
正

を
す
る
と
い
う
フ
ォ
ロ
ー
を
や
り
続

け
る
と
、
そ
れ
に
甘
え
て
し
ま
い
、

専
門
性
至
上
主
義
が
固
着
し
、
結
果

と
し
て
柔
軟
性
が
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
キ
ャ
リ
ア
を

有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
業
務
の

最
低
限
の
こ
と
を
理
解
し
、
的
を
外

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
ら
認
識

し
始
め
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
で

す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
年
齢
的
に
30
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歳
前
ま
で
に
は
専
門
性
至
上
主
義
を

捨
て
ら
れ
な
い
と
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
お
い
て
大
き
な
障
害
と
な
り
ま

す
。
で
は
、
具
体
的
に
３
年
目
以
降

の
技
術
者
が
「
独
り
よ
が
り
で
断
定

的
で
あ
る
発
言
」
を
し
た
場
合
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

的
が
外
れ
た
発
言
が

出
た
場
合
、

そ
の
発
言
の
意
図
は

何
か
を
確
認
す
る

　
結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、
「
そ
の

発
言
の
意
図
は
何
か
？
」
と
い
う
こ

と
を
投
げ
か
け
る
の
が
答
え
に
な
り

ま
す
。
恐
ら
く
上
記
の
よ
う
な
投
げ

か
け
を
さ
れ
る
と
、

・ 

ダ
ラ
ダ
ラ
と
右
往
左
往
し
な
が
ら

自
分
の
発
言
の
妥
当
性
を
述
べ
よ

う
と
す
る

・ 

言
葉
に
詰
ま
る
（
た
だ
し
、
技
術

者
が
自
ら
の
発
言
の
意
図
を
う
ま

く
表
現
で
き
な
い
だ
け
の
せ
い
も

あ
る
た
め
、
耳
を
傾
け
る
の
は
必

要
で
す
）

の
ど
ち
ら
か
で
し
ょ
う
。

　
逆
に
い
う
と
、
き
ち
ん
と
納
得
す

る
内
容
で
意
図
が
述
べ
ら
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
が
打
ち
合
わ
せ
の
目

的
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
前
提

で
、
重
要
な
発
言
と
し
て
取
り
上
げ

る
べ
き
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
し
て

も
、
昨
今
は
難
し
い
対
面
で
の
打
ち

合
わ
せ
に
し
て
も
、
打
ち
合
わ
せ
の

時
間
と
い
う
の
は
大
変
貴
重
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
発
言
を
制
約

す
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か

と
い
っ
て
不
必
要
な
発
言
に
振
り
回

さ
れ
る
こ
と
で
打
ち
合
わ
せ
時
間
が

長
引
く
こ
と
は
、
業
務
効
率
を
上
げ

る
と
い
う
観
点
で
避
け
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
打
ち
合
わ
せ

を
リ
ー
ド
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
議

長
の
技
術
者
は
、
発
言
の
意
図
を
確

認
す
る
と
い
う
こ
と
を
適
宜
行
う
こ

と
で
、
議
論
の
発
散
を
最
小
化
す
る

と
い
う
こ
と
に
取
り
組
み
、
で
き
る

だ
け
早
く
技
術
者
が
専
門
性
至
上
主

義
か
ら
脱
す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
も
、

元
を
た
ど
れ
ば

注
文
情
報
た
だ
一
つ
で
あ
る
。

シ
ン
プ
ル
な

モ
ノ
づ
く
り

急所77

注
文
情
報
を
中
心
に
可
能
な

限
り
シ
ン
プ
ル
に
情
報
が
流

れ
る
よ
う
に
す
る
と
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
り
ミ
ス
も
減
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
精
密
鍛
造
で
自
動
車
部
品

を
作
っ
て
い
る
Ｅ
社
で
は
、

生
産
管
理
の
人
た
ち
が
翌
日

の
生
産
計
画
を
作
る
た
め
に

前
日
の
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現

場
で
そ
の
計
画
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
見
て

み
る
と
、
前
日
生
産
管
理
の

人
た
ち
が
作
っ
た
計
画
通
り

に
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
理

由
を
聞
く
と
予
定
通
り
材
料

が
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
り
、

突
発
の
注
文
が
入
っ
た
り
、

担
当
者
が
お
休
み
し
た
り
と

い
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
か
ら
…
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
あ
る
い
は
段
取

り
替
え
を
減
ら
す
た
め
に
順

番
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
も

し
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち

計
画
の
中
で
確
実
に
使
わ
れ

て
い
る
の
は
生
産
数
と
納
期

だ
け
で
後
の
情
報
は
必
ず
し

も
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
管
理
の
人
た

ち
で
は
到
底
分
か
り
え
な
い

現
場
の
経
験
か
ら
く
る
ノ
ウ

ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
た
作
り
方

を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
そ
こ
で
生
産
管
理
の
人
た

ち
は
、
求
め
ら
れ
る
製
品
情

報
と
し
て
数
量
と
締
め
切
り

時
間
の
み
を
示
し
、
作
る
の

に
必
要
な
材
料
を
用
意
す
る

と
い
う
こ
と
に
し
て
後
は
生

産
現
場
の
判
断
に
任
せ
る
や

り
方
に
変
え
ま
し
た
。
極
端

に
言
う
と
、
営
業
か
ら
の
注

文
情
報
を
そ
の
ま
ま
現
場
に

渡
し
て
み
た
と
い
う
感
じ
で

す
。
そ
の
結
果
で
す
が
、
全

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら
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jp/
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工
場
内
に
は
日
々
、
た
く

さ
ん
の
情
報
が
流
れ
て
い
ま

す
。
生
産
計
画
や
仕
事
の
割

り
振
り
、
段
取
り
替
え
予

定
、
配
送
計
画
、
入
荷
計
画

な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
い

ろ
い
ろ
な
情
報
も
元
を
た
ど

る
と
、
「
注
文
情
報
」
た
だ

一
つ
で
す
。

　
注
文
情
報
以
外
の
す
べ
て

の
情
報
は
、
注
文
か
ら
派
生

し
た
情
報
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
作
業
の
都
合
上

か
ら
情
報
を
細
分
化
し
て
い

ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
で

作
業
を
手
分
け
し
て
し
ま
う

と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
複
雑
に

な
り
遅
く
な
り
ま
す
。
逆
に

く
問
題
は
起
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
し
ろ
現
場
判
断
の
自

由
度
を
高
め
た
こ
と
で
生
産

効
率
は
上
が
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
し
か
し
何
よ
り
よ
か

っ
た
の
は
生
産
計
画
を
作
っ

て
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち

は
毎
晩
遅
く
ま
で
残
業
を
し

て
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
の

で
す
が
、
定
時
で
終
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
営
業
か
ら
の
注
文
情
報

を
。
生
産
現
場
に
も
購
買
に

も
配
送
に
も
、
直
接
に
伝
わ

る
よ
う
に
す
る
と
実
に
シ
ン

プ
ル
に
な
り
ま
す
ね
。
生
産

計
画
の
立
案
を
や
め
て
、
注

文
情
報
を
そ
の
ま
ま
現
場
に

流
し
て
も
商
品
が
作
れ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
る
の
で
す
。

　
制
御
盤
の
設
計
・
製
造
工
程
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
効
率

化
し
、
制
御
盤
関
連
各
社
の
体
質
強
化
を
実
現
す
る
「
制
御
盤
Ｄ

Ｘ
」
。
し
か
し
そ
こ
に
至
る
ま
で
は
い
く
つ
も
の
壁
・
ハ
ー
ド
ル

が
存
在
す
る
。
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制
御
盤
２
０
３

０
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
制
御
盤
の
制
作
工
程
の
将
来
の
形

と
し
て
「
制
御
盤
２
０
３
０
」
を
提
示
し
、
さ
ら
に
制
御
盤
Ｄ
Ｘ

を
阻
む
壁
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
策
を
「
制
御
盤
製
造
業
界
向
け

Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
記
事
で
は
、

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
実
現
に
立
ち
は
だ
か

る
壁
と
そ
の
解
決
策
を
紹
介
す
る
。

設計と製造との連携不足、部品表の妥当性、完成図書の信頼性の壁

　
制
御
盤
の
設

計
開
発
に
は
、

以
下
の
よ
う
な

３
つ
の
Ｄ
Ｘ
の

壁
が
存
在
す

る
。

　
１
つ
目
は

「
設
計
と
製
造

と
の
連
携
不

足
」
。
制
御
盤

の
設
計
と
製
造

は
分
業
が
多

く
、
設
計
デ
ー

タ
が
製
造
プ
ロ

セ
ス
に
生
か
さ

れ
て
お
ら
ず
、

設
計
図
を
も
と

に
あ
ら
た
め
て

制御盤製造のDXの壁とその解決策⑩
配
線
図
、
穴
あ
け
加
工
図
、
工

作
機
械
用
デ
ー
タ
、
作
業
方
法

資
料
な
ど
を
作
成
し
て
い
る
。

制
御
盤
製
造
の
過
程
で
急
な
設

計
変
更
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
変
更
内
容
の
情
報
共
有
が

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、

対
応
に
手
戻
り
が
発
生
し
て
し

ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　
２
つ
目
は
「
部
品
表
の
妥
当

性
」
。
多
く
の
制
御
盤
メ
ー
カ

ー
で
は
、
提
示
さ
れ
た
仕
様
や

電
気
回
路
図
面
か
ら
設
計
者
が

部
品
を
手
作
業
で
確
認
・
抽
出

し
て
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
シ
ー
ト
な
ど

で
部
品
表
を
作
成
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
部
品
選
定
に
大
き
な

工
数
が
か
か
り
、
間
違
い
も
発

生
す
る
。
ま
た
設
計
レ
ビ
ュ
ー

で
部
品
表
の
妥
当
性
を
評
価
す

る
が
、
調
達
部
門
と
の
情
報
連

携
が
不
足
し
が
ち
で
、
リ
ー
ド

タ
イ
ム
が
把
握
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
あ
る
。
部
品
に
よ
っ
て

は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
も
の

が
あ
り
、
盤
発
注
者
か
ら
の
注

文
を
見
越
し
て
先
ん
じ
て
部
品

の
発
注
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
盤
発
注

者
と
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
と
が
同

じ
デ
ー
タ
で
確
認
で
き
、
食
い

違
い
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
か

な
け
れ
ば
、
こ
こ
で
大
き
な
手

戻
り
と
部
品
の
不
良
在
庫
が
発

生
す
る
。
部
品
表
と
制
御
盤
回

路
図
が
き
ち
ん
と
連
動
、
整
合

し
て
い
る
事
が
重
要
だ
が
、
そ

こ
に
壁
が
あ
る
。

　
３
つ
目
は
「
完
成
図
書
の
信

頼
性
」
。
設
計
と
製
造
の
完
成

図
書
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
変

更
を
反
映
し
た
、
実
際
の
納
品

物
と
食
い
違
い
が
な
い
書
類
が

必
要
だ
が
、
設
計
変
更
が
完
成

図
書
納
品
直
前
に
発
生
す
る
こ

と
も
多
く
、
設
計
変
更
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

　
機
械
系
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ

Ｍ
製
造
連
携
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
る
が
、
電
気
設
計
で
は

ま
だ
こ
れ
か
ら
。
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

上
に
設
計
デ
ー
タ
と
完
成
品
と

を
一
致
し
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

を
構
築
し
、
電
線
加
工
や
筐
体

製
造
な
ど
と
デ
ー
タ
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
納
期
は
早

く
、
コ
ス
ト
も
抑
え
、
省
力
化

も
可
能
だ
が
、
こ
こ
に
も
課
題

が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
壁
を
ク
リ
ア
す
る

に
は
、
必
要
な
部
品
は
設
計
図

面
か
ら
自
動
的
に
部
品
表
（
Ｂ

Ｏ
Ｍ
）
と
し
て
抽
出
さ
れ
、
調

達
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
整
え
る
。
将
来
的
に
は
Ｐ

Ｌ
Ｍ
連
携
に
よ
り
Ｂ
Ｏ
Ｍ
デ
ー

タ
に
部
品
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や

商
社
の
在
庫
情
報
な
ど
が
連
携

さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
情
報
が
早
期
に
分

か
る
よ
う
に
な
り
、
盤
発
注
者

の
発
注
前
に
情
報
を
共
有
で

き
、
大
き
な
手
戻
り
と
部
品
の

不
良
在
庫
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
現
場
作
業
で
も
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
も
と
づ
い
て

配
線
順
序
や
接
続
先
を
示
す
こ

と
で
図
面
が
読
め
な
い
非
熟
練

工
で
も
配
線
が
可
能
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
設
計
お
よ
び
製
造

の
途
中
で
設
計
変
更
が
行
わ
れ

た
場
合
も
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
反
映
す
る

こ
と
が
で
き
、
実
際
の
納
品
物

と
完
成
図
書
と
の
間
に
食
い
違

い
が
生
じ
な
く
な
る
。

デ
ー
タ
を
土
台
に
作
成
す
る
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テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
関
し
て

は
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
で
生

産
ラ
イ
ン
で
の
自
動
化
の
流
れ

が
自
動
車
業
界
だ
け
で
な
く
そ

の
他
の
業
界
に
も
感
じ
取
れ
た

た
め
、
創
業
前
に
培
っ
た
「
現

場
で
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
「
オ

フ
ラ
イ
ン
で
の
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
」
そ
し
て
「
電
機
制
御
」

「
生
産
技
術
」
の
知
識
を
基

　
今
回
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

で
成
功
し
て
い
る
企
業
で
あ
る

ロ
ボ
テ
ィ
ー
チ
の
鈴
木
社
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
。

　

―
ロ
ボ
テ
ィ
ー
チ
は
ど
の

よ
う
な
会
社
で
す
か
？

　
現
在
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
「
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
）
」
と
「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
」
、
２

つ
の
活
動
を
し
て
い
る
。

が
高
く
、
お
の
お
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
立
ち
上
げ
か
ら
細
か
い
と
こ

ろ
に
ま
で
手
が
届
く
。

　
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
に
関
し
て
は
、
２

０
２
２
年
８
月
よ
り
事
業
を
は

じ
め
た
。
協
力
会
社
と
と
も
に

小
型
で
は
あ
る
が
設
備
一
式
を

立
ち
上
げ
た
実
績
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
現
場
で

の
経
験
を
打
ち
合
わ
せ
の
段
階

か
ら
織
り
込
み
、
信
頼
で
き
る

「
メ
カ
」
「
電
機
」
「
ロ
ボ
ッ

ト
」
の
技
術
者
で
工
事
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た

め
、
工
事
が
多
少
イ
レ
ギ
ュ
ラ

ー
が
あ
っ
て
も
、
不
具
合
な
ど

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、
「
ス
ム
ー
ズ
」
か
つ
「
楽

し
く
」
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
遊
休
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
も
当

社
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、

無
駄
の
な
く
工
程
に
織
り
込
め

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
顧
客

か
ら
満
足
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
今
後
、
さ
ら
に
実
績
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
。

ロ
ボ
テ
ィ
ー
チ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

―
ロ
ボ
テ
ィ
ー
チ
の
今
後

は
？

　
２
０
２
３
年
４
月
を
目
標
に

に
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
＆
Ｂ
Ａ
Ｒ
を
展
開

予
定
で
あ
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
＆
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
は
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
カ
フ
ェ
バ

ー
を
組
み
合
わ
せ
、
一
般
客
が

ロ
ボ
ッ
ト
に
触
れ
合
え
る
だ
け

で
な
く
、
別
フ
ロ
ア
で
は
検
証

ラ
ボ
・
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
場

を
用
意
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
商
材
、
ツ
ー
ル
を
使
い
「
情

報
の
交
換
」
・
「
異
業
種
と
の

交
流
」
・
「
新
し
い
情
報
の
発

信
」
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　

―
ロ
ボ
テ
ィ
ー
チ
の
優
れ

て
い
る
点
は
？

　
各
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
精

通
し
て
お
り
、
他
社
と
比
べ
て

現
場
力
・
応
用
力
が
高
く
、
顧

客
を
「
満
足
さ
せ
る
力
」
「
不

安
を
解
消
す
る
力
」
を
持
っ
て

い
る
。
当
社
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

会
社
で
あ
り
な
が
ら
、
事
前
に

検
証
な
ど
が
で
き
る
環
境
が
蒲

郡
工
場
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
外

に
も
複
数
あ
る
た
め
、
顧
客
の

行
い
た
い
「
新
し
い
試
み
」
の

構
想
を
練
り
な
が
ら
検
証
を
行

え
る
。
ま
た
、
顧
客
か
ら
の

「
工
場
の
ど
こ
を
自
動
化
で
き

る
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
も
、
実
際
に
現
場
を
見
な
が

ら
自
動
化
で
き
る
箇
所
の
提
案

な
ど
も
行
え
る
。
更
に
、
設
備

導
入
後
に
顧
客
か
ら
「
自
社
の

社
員
で
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
し
た

い
」
と
の
声
に
対
し
て
も
「
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
特
別
教
育
」
を

実
施
し
資
格
の
交
付
も
行
っ
て

い
る
。

　

―
顧
客
は
ど
の
よ
う
な
企

業
で
す
か
？

　
業
種
で
は
自
動
車
・
電
車
・

ロ
ケ
ッ
ト
・
家
電
・
食
品
・
半

導
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
手

・
中
小
企
業
、
す
べ
て
が
当
社

の
顧
客
で
あ
る
。

　

―
仕
事
で
に
が
い
経
験

は
あ
り
ま
す
か
？

　
に
が
い
経
験
は
あ
る
が
、
そ

の
ピ
ン
チ
が
顧
客
の
信
頼
に
つ

な
が
っ
た
。
新
規
の
顧
客
の
ラ

イ
ン
立
ち
上
げ
案
件
で
、
も
と

も
と
は
ロ
ボ
ッ
ト
２
台
で
３
週

間
と
い
う
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
期
間

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
会
社
が
仕
事
を
途
中

で
放
棄
し
、
急
き
ょ
当
社
に
依

頼
が
き
た
の
は
残
り
３
日
と
い

う
不
可
能
に
近
い
ピ
ン
チ
が
あ

っ
た
。
現
地
に
赴
き
、
仕
様
と

そ
の
時
で
き
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
動
作

も
フ
ロ
ー
も
仕
様
通
り
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
他
ラ
イ
ン
の
ロ
ボ
ッ
ト

か
ら
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

吸
い
出
し
、
そ
れ
を
基
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
１
か
ら
作
り
直
し

た
。
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
届
く

範
囲
に
加
工
機
が
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
２
回
目
の
ピ
ン
チ
も
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
必

要
な
情
報
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
織
り
込
み
、

何
と
か
無
事
に
自
動
運
転
ま
で

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
顧
客
の
要
望
で
あ
る

「
生
産
１
個
あ
た
り
５
秒
以
内

産業用ロボットを巡る産業用ロボットを巡る

山下夏樹

トを巡るを巡る

樹

光光と影 4３

に
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
を
抑
え

る
」
「
自
動
運
転
中
に
エ
ラ
ー

で
ロ
ボ
ッ
ト
が
止
ま
っ
た
際
の

原
点
復
帰
」
両
方
と
も
、
そ
の

３
日
間
で
ク
リ
ア
し
た
が
、
と

て
も
内
容
の
濃
い
期
間
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
当
社

の
腕
が
顧
客
が
大
い
に
評
価
さ

れ
、
他
の
顧
客
も
紹
介
さ
れ
、

そ
の
紹
介
先
で
も
ピ
ン
チ
は
あ

っ
た
が
、
現
在
で
は
皆
当
社
の

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　

―
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ソ
フ
ト

「
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
」

を
顧
客
に
勧
め
る
理
由
は
な
ぜ

で
す
か
？

　
恐
ら
く
、
こ
の
記
事
の
読
者

は
「
な
ぜ
ロ
ボ
テ
ィ
ー
チ
の
よ

う
な
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
会
社
が
、

他
社
で
あ
る
富
士
ロ
ボ
ッ
ト
の

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
顧
客

に
勧
め
る
の
か
？
」
と
疑
問
に

感
じ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
次

の
理
由
か
ら
顧
客
に
勧
め
て
い

る
。

　
「
製
品
の
外
周
を
均
一
に
な

ぞ
る
表
面
研
磨
」
な
ど
難
易
度

が
高
く
安
定
し
た
精
度
を
求
め

ら
れ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
当
社

の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
マ
ン
が
行
う

に
し
て
も
、
数
百
ポ
イ
ン
ト
の

動
作
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て

複
雑
な
も
の
に
関
し
て
は
最
低

で
も
数
十
時
間
が
必
要
で
、
労

力
も
大
変
な
も
の
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
た
後
の
微
調
整
に
お
い
て

も
、
数
百
あ
る
ポ
イ
ン
ト
の
微

調
整
に
は
、
さ
ら
に
時
間
を
要

す
る
。
だ
が
「
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
」
を
使
う
と
、
製
品

の
３
Ｄ
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
に
か
か
る
工
数
を

大
幅
に
カ
ッ
ト
（
約
１
／
10
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
富
士
ロ
ボ
ッ
ト
の
顧
客
の
工

場
を
見
た
際
、
富
士
ロ
ボ
ッ
ト

の
顧
客
に
対
す
る
仕
事
の
取
り

組
み
方
が
他
社
と
ま
っ
た
く
違

っ
た
。
そ
の
工
場
で
、
顧
客
が

私
の
目
の
前
で
「
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
」
を
使
用
す
る
と

こ
ろ
も
見
せ
て
く
れ
、
生
の

「
感
謝
」
の
言
葉
を
聞
い
た
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
販
売

し
て
い
る
会
社
は
他
に
も
あ
る

が
、
不
満
の
声
ば
か
り
耳
に
入

る
の
で
、
富
士
ロ
ボ
ッ
ト
の

「
で
き
る
ま
で
し
っ
か
り
フ
ォ

ロ
ー
」
が
信
頼
を
得
て
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
。
そ
し
て
、
顧

客
が
別
の
顧
客
に
富
士
ロ
ボ
ッ

ト
を
紹
介
す
る
と
い
う
、
最
高

の
流
れ
を
作
り
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
当
社
も
良
い
手
本

に
し
て
い
る
。

山下夏樹（やましたなつき）　富士ロ
ボット株式会社（http://www.fuji-ro
bot.com/）代表取締役。福井県のロ

ボット導入促進や
生産効率化を図る
「ふくいロボット
テクニカルセンタ
ー」顧問。1973年
生まれ。サーボモ
ータ６つを使って
１からロボットを
作成した経歴を持

つ。多くの企業にて、自社のソフトで
産業用ロボットのティーチング工数を
1／10にするなどの生産効率UPや、コ
ンサルタントでも現場の問題を解決し
てきた実績を持つ、産業用ロボットの
導入のプロ。コンサルタントは「無償
相談から」の窓口を設けている。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
成
功
し
て
い
る
企
業
ロ
ボ
テ
ィ
ー
チ

顧
客
へ
の
非
凡
な
対
応
力
・
応
用
力
で

高
い
リ
ピ
ー
ト
率
！

に
、
提
案
・
改

善
の
で
き
る
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
会

社
を
２
０
１
８

年
に
創
業
。
私

以
外
の
社
員
た

ち
も
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
の
レ
ベ
ル

「テクノドリブン」 ～技術からはじめよ～

技術解決思考で業務生産性を革新せよ!!第
２
回

はじめに
　近年、日本の賃金は他国水準と比較すると伸び悩みが目
立ち、企業は「労働生産性向上」への取り組みを加速させ
る必要に迫られている。
　少し前になるが、NECソリューションイノベーター社
が2019年に公開したコラムで提示された職種別に労働生産
性を比較したデータでは、アメリカと日本の事務従事者数
をGDP比で確認すると、アメリカ（11.8％）・日本（23.3
％）であり、日本の事務従事者数がアメリカの倍近くを占
めていることがわかる。日本の事務業務における生産性は
低迷しており、バックオフィス領域における労働生産性を
高めることは、企業経営において急務である。
　業務改善コンサルティングを行う中で、バックオフィス
領域において生産性を高めるポイントは下記の3点である。

　これらを実現する上で、全ての起点となるのが技術導入
およびDX（デジタルトランスフォーメーション）であ
る。企業にとって、バックオフィス領域における技術導入
・DXは最重点事項であり、今こそ技術解決思考によるバ
ックオフィスの生産性向上・社内改革を実現させることが
求められる。
　今回はバックオフィス領域における技術導入およびDX
の進め方について、下記3点に分けて説明する。

　バックオフィス領域では、これまでシステムや技
術（AI・IoTなど）導入の経験がない担当者が多

く、自身が抱えている業務がどのようなツールで効率化さ
れるのかイメージすることが難しい。従って、技術導入・
DXによりどのようなことができるのか、どのような効果
があるのかを実感してもらうため、まずは「今困っている
業務・時間がかかっている業務」をヒアリングし、解決で
きるシステムツールなどを部分導入することで、現場担当
者へのマインドチェンジを促す。
　これまでDXでは、「スクラップ・アンド・ビルド」で
進める企業が多かったが、「ビルド・アンド・スクラッ
プ」で段階的かつ部分的にデジタル化を果たすことで、バ
ックオフィス現場における業務改善への機運醸成を図るこ
とができる。

　技術導入・DXはツール導入で達成ではなく、一
朝一夕では実現しない。

　業務担当者の運用・定着までがゴールであり、それに向
けたKPIを設計することが重要である。具体的には、導入
→定着化→成果創出という各フェーズにおいてそれぞれ適
したKPIを設定し、評価基準に対する達成度合いをモニタ
リングすることを推奨する。KPI指標はツールへの理解度
や運用ルールの浸透度などであり、KGIである技術導入・

DXにおける効果創出を目指す。
　デジタルツール導入などにより新たな業務ルール
・仕組みを構築すると、「想定通りにデジタルツー

ルが活用されない」「設計した業務フロー通りでは不具合
が出る」といったさまざまな問題が発生する。このような
運用上の課題が発生した場合には、計画段階で設計した業
務フローや運用ルールを無理に組織内に浸透させるのでは
なく、課題の真因分析を行い、運用ルール・体制を見直す
必要がある。
　また、デジタルツールを定着させる上で、定着に責任を
持つ部署・担当者を明確にすることも重要である。導入時
にプロジェクトチームを組成していたとしても、運用する
のは現場メンバーであり、実務担当者である。従って、導
入フェーズまでを担当するプロジェクトメンバーが定着の
責任を担うのではなく、現場メンバー内で定着への継続的
な改善活動を行うことが重要である。

　技術導入・DXを実現する上で最も重要であるのは、長
期的に取り組むことであり、そのためにはメンバーの「技
術解決思考へのマインドチェンジ」が必要である。デジタ
ルツールやさまざまな技術により、担当している業務がい
かに効率化するのか、改善されるのかをイメージできるこ
とが第一歩である。
　タナベコンサルティングでは、尖端技術研究会という
「新たな技術を研究する会」を開催している。そこでは、
特定の技術に固執せず、企業のビジネスモデルを変えうる
技術やDXのきっかけとなるテクノロジーの基本情報から
活用事例までを学んでいる。なお、先端技術でなく「尖
端」技術としているのは、ただ単に技術を取り入れるので
はなく、尖ったビジネスモデルに生かしていただきたいと
いう思いを込めている。2022年12月に、無料参加が可能な
「尖端シンポジウム」の開催を予定している。下記よりご
確認いただききたい。

　タナベコンサルティング 
中四国支社ドメイン＆ファ
ンクションコンサルティン
グ部部長兼尖端技術研究会
サブリーダー　岡村　隆宏
（おかむら　たかひろ）
　尖端技術研究会サブリー
ダーとして、バックオフィ
ス領域に活用できるさまざ
まな先端技術を研究し、ク

ライアントへのコンサルティング支援を行ってい
る。また自身の会計事務所勤務の経験を生かし、
決算業務の早期化・業績見える化など、経理領域
でのテーマに対し、DXによる課題解決につなげ
ている。

プロフィール

　タナベコンサルティング尖端技術研究会主催「尖
端シンポジウム」
https://tanabekeiei.hmup.jp/advancedtech_
symposium_221212
　AIに代表される「破壊的技術」の革新は日進月
歩で進んでいる。そうした技術を学び、自社に取り
入れながら成長モデルをデザインする戦略・方法に
ついて学んでいく。

尖端技術研究会

①

②

③
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とに加え、新製造設備における粉体原料供給プロセス
の強化・安定化を図る技術や脱気プロセスの強化・安
定化を図る技術、運転監視のセンシング技術などを導
入し、コンパウンド生産技術を向上させ、より高付加
価値な製品を開発することができるようになる。
　また新グレード量産技術・条件確立や新生産技術の
検討から量産化までを全て一度に経験でき、短期間で
多角的な技術習得が可能となることにより、この多角
的技術を習得した人財がグローバルのコンパウンド拠
点（日本、米国、タイ、中国）に駐在し、さらに工場
経験を積むことで、本人および現地スタッフの生産技
術レベル向上だけでなく、工場マネジメントのスキル
も身に付け、結果、将来のコンパウンド製造を担うグ
ローバル人財の育成につながるとしている。
■札幌バイオフードリサイクル、食品リサイクル・メ
タン発酵バイオガス発電施設を増強
　JFEエンジニアリングのグループ会社のJ&T環境
は、食品リサイクル事業を行う札幌バイオフードリサ
イクルが有する食品リサイクル発電プラントの更新お
よび増強を目的として、新工場を札幌市中沼町45番
地19のリサイクル団地内に建設する。
　 新 工 場
は、現工場
で受入れて
いる札幌市
内の事業系
一般廃棄物
の食品廃棄
物68t/日に
加え、新た
に札幌市と
近郊の食品
製造工場などから排出する産業廃棄物の食品廃棄物を
受け入れ、最大100t/日の処理を行う予定。
　受け入れた食品廃棄物は、微生物の力で発酵させ、
発生するメタンガスを燃料にして発電を行い、処理工
程で発生する脱水汚泥は、全量堆肥として活用する。
これにより食品廃棄物を電力と肥料へ転換する地産地
消型の 〝ダブルリサイクルループ〟 を実現する。
■オカムラ、長野県須坂市に冷凍冷蔵ショーケース製
造の新工場
　オカムラは、長野県須坂市井上に冷凍冷蔵ショーケ
ースを製造する新工場を建設する。
　敷地面積は約4万3000平方㍍、延床面積は約2万
4000平方㍍。2023年8月に着工し、2024年7月に竣工
予定、2024年11月に稼働開始の予定。
■東洋紡、福井県敦賀事業所のコーティング加工設備
の新ラインが量産を開始
　東洋紡は、敦賀事業所（福井県敦賀市）に、積層セ
ラミックコンデンサ（以下セラコン）用離型フィルム
のコーティング加工設備の新ライン（2号機）を増設
し、量産を
開始した。
　今後さら
なるセラコ
ン需要の拡
大が見込ま
れるなか、
顧客への供
給体制をよ
り強化するため、新たに加工設備2号機を増設し、今
月から量産を開始。1号機と合わせて、生産能力を従
来の約2倍に高めた。
　また、使用済みの離型フィルムを原料として再利用
する取り組みを加速する。フィルムのグリーン化比率
を2030年度に60％、2050年度には100％とする目標の
達成に向け、リサイクル技術の開発・実用化を進める。
■西田技研、山口県柳井市南浜の南浜企業団地に第二
工場を新設
　西田技研（大阪府和泉市）は、山口県柳井市南浜四
丁目2番10号の南浜企業団地に第二工場を新設する。
　投資額は2億円。第二工場では、将来的には電気自

動車やロボッ
ト等に使用さ
れる高機能性
材 料 を 視 野
に、産業用、
農業用、食料
品向け汎用材
料などを製造
する計画。敷
地 面 積 は 、
1496平方㍍、建築面積は1143平方㍍。2023年2月の
操業開始を予定している。
■山実水産、鹿児島市城南町に水産加工工場
　 山 実 水 産
（鹿児島県鹿
児島市）は、
海外輸出体制
を整えること
を目的に鹿児
島 市 城 南 町
37番9に城南
加工場C棟を
建設する。建
物面積は約167平方㍍。
■SEミート宮崎、宮崎県西都市に食肉処理施設を建設
　SEミート
宮崎（宮崎県
西都市）は、
宮崎県西都市
大 字 岡 富
1500番地に
食肉処理施設
を新設する。
敷地面積1万
261平方㍍、建築面積3163平方㍍、延床面積4512平方
㍍、設備投資額は37億7346万円。
■高木製作所、福岡県北九州市若松区に北九州工場を
建設
　高木製作所
（愛知県名古
屋市）は、福
岡県北九州市
若松区向洋町
10番12に新
工場を建設す
る。投資額は
10億円。
■松田産業、北九州市若松区向洋町に貴金属リサイク
ルの新工場建設
　松田産業は、北九州市向洋町に貴金属リサイクルの
新工場を建設する。投資金額は25億円超。土地面積5
万9847平方㍍。2024年竣工、稼働を予定している。
■東京電力ホールディングスと日立造船、福島県浜通
りに、廃炉関連製品工場
　東京電力ホールディングスと日立造船は、使用済燃
料キャスク、デブリ収納容器など、廃炉に向けて必要
となるさまざまな中核製品を製造する工場を設置する
ための共同事業体となる東双みらい製造株式会社を設
立した。
　新工場では、使用済燃料キャスクを製造し、将来的
には、燃料デブリ保管容器の製造を予定し、安全・着
実な廃炉に貢献する。また、これまで県外で製造して
き高機能製品を中長期的に浜通りで生産する。稼働開
始は2025年度中を予定している。
■レンゴー、兵庫県尼崎市の尼崎工場のバイオマス焼
却設備が竣工
　 レ ン ゴ ー
は、兵庫県尼崎
市の尼崎工場で
進めていたバイ
オマス焼却設備
の更新工事が竣
工した。
　同工場では段
ボール原紙など
の板紙を生産し
ており、製紙工

程で排出されるスラッジをバイオマス燃料として活用
することで、都市ガス使用量の削減を進めてきた。今
回の設備の高効率化により、年間で都市ガス約130万
立方㍍、CO₂排出量約3000㌧の削減を見込む。
【海外】
■本多技研工業、米国オハイオ州の3工場に設備投資
　本田技研工業は、米国オハイオ州内の3つの既存工
場（四輪車を生産するメアリズビル工場とイーストリ
バティ工場、四輪車用パワートレインを生産するアン
ナ・エンジン工場）に、合計7億US㌦を投資して生産
設備を更新する。
　この生産設備の更新により、2026年に北米で発売
を予定しているEV向けプラットフォーム「Honda e:
アーキテクチャー」を採用したEVを、オハイオ州で
生産する予定。アンナ・エンジン工場で製造するバッ
テリーケースと、LGエナジーソリューションとのEV
用バッテリー生産合弁会社の工場で生産されるバッテ
リーモジュールを、メアリズビル工場で組み合わせて
バッテリーユニットを製造し、これをメアリズビル工
場とイーストリバティ工場で生産するEVに搭載する。
　これら3工場を北米におけるEV生産の土生拠点とし
て進化させ、今後北米内の他の四輪車生産拠点にEV
の生産技術やノウハウを展開していく。
■日立エナジー、米国バージニア州サウスボストン工
場の変圧器製造設備増設　3700万㌦投資
　日立エナジーは、電力会社や再生可能エネルギー発
電事業者、データセンターなどからの急増する需要に
対応するため、米国バージニア州サウスボストン工場
の電力用変圧器製造設備を増設する。投資額は3700
万米㌦（約50億円）。これにより、電力用変圧器の
生産エリアを2万6000平方㌳（約2415平方㍍）拡張
し、電力事業と再生可能エネルギー市場向け大型変圧
器の生産能力を従来比40％増強する。さらに、工場
のサイクルタイムの短縮を目的とした自動化機器への
投資や製造プロセスの変更も行う。
　同工場は、米国内の電力網、商業ビル、産業施設向
けの配電用変圧器や電力用変圧器、鉄道向け牽引用変
圧器を生産している。工場の面積は、約5万6392平方
㍍で、約450人の従業員が在籍している。
■クボタ、米国カンザス州サライナ市の小型建設機械
の新製造拠点が生産開始

　クボタは、小型建設機械「コンパクトトラックロー
ダ」の製造拠点を米国カンザス州サライナ市に新設
し、稼働を開始した。
　これまで米国向けの小型建機の大半は日本国内から
輸出してきたが、消費地である米国に新たな生産拠点
を設立することで、スピーディーな製品供給を可能に
する体制を構築。新拠点では小型建機本体と作業機器
を製造することで製品間の連携を高度化し、設備投資
も進めていく。
　投資額5300万㌦（約79億円）土地面積は64万7000
平方㍍、建屋面積は、7万4000平方㍍。
■ミクニ、インドで四輪車向け可変バルブタイミング
の増産投資に3億5000万円
　ミクニは、インドの連結子会社Mikuni  Ind ia 
Private Limitedで四輪車向けVVT（可変バルブタイ
ミング）の増産投資を決定した。
　マルチ・スズキ、TATAをはじめとするインドに
おける主要顧客が新モデルを積極的に投入しているこ
ともあり、中長期的に成長が期待されるインド四輪市
場においてVVTの拡販を加速させるため、当社は
2023年半ばまでに200百万ルピー（約3億5千万円）の
設備投資を実施しMIDの生産能力を増強する。この
投資によりVVT生産能力は60％以上増強され、市場
の要求に応える能力を確保する見通し。

機能を一体で運
営するコンパウ
ンド生産・技術
センターの建設
を進めており、
2023年夏の稼
働を予定してい
る。今回、同セ
ンター内に新た
に開発用押出機
を導入すること
で、試作回数を
約3倍に増やす
ことができ、グ
レード開発期間
を短縮できるこ
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【国内】
■アサヒビール、佐賀県鳥栖市に新工場「アサヒビー
ル鳥栖工場」　投資額400億円
　アサヒビールは、佐賀県鳥栖市の「アサヒビール鳥
栖工場」を2026年から操業開始する。土地の購入費
用は約91億円、土地の購入以外に工場移転に伴う建
設費用などで約400億円の投資を行う予定。
　鳥栖工場
は次世代生
産体制のモ
デル工場と
して、製造
方法の刷新
などにより
エネルギー
使用量を従
来比で50%
削減し、使
用するエネルギーの再生可能エネルギー化も推進。さ
らにCO₂回収技術の導入などにより、CO₂吸収量が排
出量を上回る「カーボンネガティブ」を2026年中に
実現を目指す。またビール類・ノンアルコールビール
テイスト飲料・RTD・アサヒ飲料商品などグループ
の多様な商品や容器の製造を行い、物流面での効率化
と工場の操業度の向上を図る。
　今回の移転に伴って、九州エリアへ出荷する大部分
の商品が鳥栖工場で製造・出荷が可能となり、九州エリ
ア内の需給率向上と配送距離短縮によって物流におけ
るCO₂排出量は従来比で30％削減となる見込み。
■JCRファーマ、兵庫県神戸市西区の神戸市サイエン
スパークに新製剤工場建設
　JCRファーマは、2022年3月に取得した神戸市サイ
エンスパーク内の土地（兵庫県神戸市西区井吹台東町
7丁目3番10号）に、新製剤工場を建設する。
　同社は本新工場に隣接する竣工予定の新原薬工場と
連携し、有事におけるワクチンの受託生産体制を整え
ることを目的に、9月30日付で採択された経済産業省
「ワクチン生産体制強化のためのバイオ医薬品製造拠
点等整備事業」における補助金を用いて本新工場の建
設を行う。平時は同社のバイオ医薬品を製造する。
　着工は2023年11月、竣工は2025年4月の予定。敷地
面積は2万7150平方㍍。建築面積は2万0776平方㍍。
地上3階建て。総工費約200億円。
■旭化成、栃木県壬生町のコンパウンド生産・技術セ
ンターに開発用押出機の新設備導入

　旭化成は、栃木県壬生町のコンパウンド生産・技術
センターに開発用押出機の導入を決定した。
　同社はコンパウンド事業強化の施策の一つとして、
現在、栃木県にコンパウンド量産機能と生産技術開発


